




はじめに 
 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）では、特に太

平洋沿岸を襲った大津波により多くの尊い命が奪われました。本年 3 月 11 日現在、約

15,800名が亡くなり、その中には約160名の保育所と幼稚園の園児が含まれています。

現在も約 3,200 名の方が行方不明となっており、自然災害としては戦後最も大きな人的

被害となっています。 

甚大な被害をもたらした東日本大震災の教訓を踏まえ、本年 3月 31 日に内閣府の有

識者検討会が「南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高について（第一次報告）」

を公表しました。 

この報告では、本県において、最大津波高の推計が 20 メートルを超える市町村が、

沿岸部 19 市町村のうち 10 市町となっており、また、震度の推計は 34 市町村のうち 30

市町村が震度７の激震と衝撃的なものとなっています。 

今回公表された最大津波高の推計は、発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大

な被害をもたらす最大クラスの津波を想定したものであり、南海トラフ沿いで次に起こ

る地震・津波を予測したものではなく、また、何年に何パーセントという確率を念頭に

想定したものでもありません。 

しかし、こうした巨大地震や津波も起こりうるという可能性があるということを率直

に受け止めて、園児の生命や身体の安全を守るため、これまで以上に南海地震・津波対

策の充実、強化に取り組まなければなりません。 

高知県教育委員会では、平成 21 年 3 月に「高知県学校防災マニュアル（震災編）」を

作成し、お示ししているところですが、今回さらに、保育所・幼稚園等向けの「保育所・

幼稚園等防災マニュアル作成の手引き〈地震・津波編〉」を作成しました。 

本県は、宿命である南海地震を避けて通ることはできませんが、地震・津波の想定を

正確に把握し、それぞれの保育所・幼稚園等の実態に応じた地震・津波対策を講じてお

くことにより、その被害を最小限に止めることができます。 

そのためには、日頃から、強い揺れから園児を守るための環境の整備や、安全、迅速

な避難ができるための体制の確立、避難訓練の積み重ねが重要となります。是非、この

「保育所・幼稚園等防災マニュアル作成の手引き〈地震・津波編〉」を参考としていた

だき、保育所・幼稚園等における地震・津波に関する防災マニュアルの見直し・改善に

役立てていただきたいと思います。 

今後とも、保育所・幼稚園等の皆様方には「園児の生命を必ず守る」という強い信念

のもと、各園で南海地震・津波対策のさらなる充実、強化に取り組んでいただくことを

お願いいたしますとともに、一人の園児の生命も失われることのないよう願ってやみま

せん。 

 

 

  平成２４年４月 

                       高知県教育長 中澤 卓史 
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災害が発生した場合、保育者等は園児の生命を守ることが最大の責務です。 

本防災マニュアル作成の手引きでは、基本的・共通的な事項についての事例や留意点を

記載していますので、これを参考にそれぞれの保育所・幼稚園等の各園の実態に応じた

『独自の防災マニュアル』の見直し・改善に活用してください。 

 

 
 

 地震・津波から園児の生命を守るためには、避難場所、避難方法の決定は大変重要とな

ってきます。また、安全、迅速に避難するには、日頃の避難訓練が欠かせません。 

 避難場所、避難方法の決定や避難訓練を行ううえで、特に次の点に留意が必要です。 

 

 避難場所は・・・ 
○確実に安全な避難場所の決定を！！ 

災害想定を正確に把握し、各園の実態を踏まえて、複数の候補地から確実に安全

な場所を選定することが重要です。 

  ○津波からの避難は、とにかく早く、少しでも高い場所へ！！ 

津波の危険性のある所では、園児をとにかく早く、少しでも高い場所へ避難させ

ることを最優先に避難場所を考えなければなりません。そして、避難場所は一か所

だけでなく、２次、３次とより高い場所も考えておくことが必要です。 

 避難方法は・・・ 

○避難経路は複数用意！！ 

避難経路の安全性を事前に十分確認していても、地震の揺れによる建物の倒壊、

土砂崩れなどにより、予定していた避難路が通れなくなることもあります。こうし

た場合でも、すぐに対応できるよう複数の避難経路を設定しておくことが大切です。 
○保育者等だけで園児の避難ができるとは限りません！！ 

多くの園児を安全で迅速に避難させるためには、近隣の学校や事業所、自治会等

地域の方々の協力を得ることも大切です。また、避難協力の協定を結んでおくこと

なども考えられます。 
○園児の状況に応じた避難方法の選定を！！ 

自力では避難できない乳児や自ら徒歩で避難できる年長児など、園児の発育の状

況によって避難する方法が異なってきます。保育者等の人数やおんぶ紐、避難車の

整備状況と併せ、安全で迅速に避難できる方法を決定する必要があります。 

 避難訓練は・・・ 

○避難訓練を繰り返し行い、よりよい避難方法に！！ 

いろいろな場面を想定した避難訓練を繰り返し行い、その後、課題や問題点等を

検証し、見直し・改善を絶えず行うことにより、よりよい避難方法としていくこと

が大切です。 
○園児のスムーズな避難のために！！ 

園児は、避難訓練を繰り返し体験することにより、避難方法を体得し、混乱を起

こさず、スムーズな避難につながります。 
○地域との連携を深めるために！！ 

近隣の学校や地域の方々に各園の避難訓練に参加していただいたり、逆に各園が

地域の防災訓練に参加したりすることで、お互いの関係づくりが進みます。 

『防災マニュアル作成の手引き』の活用にあたって 

安全・迅速に避難するために 
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保育所・幼稚園等においては本防災マニュアル作成の手引きを参考にし、地震・津波等

の災害想定や、各園の実態（地理的条件、施設の状況、園児の家庭の状況、保育者等の状

況等）を踏まえた『独自の防災マニュアル』を作成することが必要です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

各園の実態に合った防災マニュアルづくりを！ 

防災
マニュアル 

訓   練 

評   価 

改   善 

 計画（PLAN） 

実践（DO） 

評価（CHECK）

改善（ACTION） 

防災マニュアル作成の手引き３～４

ページのチェックシートを使った各

園の防災マニュアルの見直し 

 
 
 
 
○いろいろな場面を想定した訓練
○地域と連携した訓練 
○専門家等の助言 

■防災マニュアルをもとに実

際に訓練をする 

 
 
 
 
○保育所・幼稚園等だけで解決で
きない課題は関係者に協力・支
援を要請 

○訓練等を、保護者や地域住民等
と合同で行うことは、理解を得
ることにつながる 

■評価で明らかになった課題

に対して対策を講じる 

 
 
 
 
○全ての保育者等の意見や気づき
を反映 

○保護者や地域住民等へフィード
バック 

■訓練を振り返り、成果と課題

を明らかにする 

■防災マニュアルの見直しを 

行う 
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現在、各園で作成している防災マニュアルの見直しを、次の手順で行ってみましょう。 

 

  

① 次のチェックシートの項目ごとに、防災マニュア 

ルに記載されている内容が十分かチェックしてくだ 

さい。 

② チェック欄で△や×とした項目については、それ 

ぞれに示しているページや関連する事項について確 

認してください。 

③ 本防災マニュアル作成の手引きの内容を参考にし 

 ながら、各園の実態に応じたものとなるよう見直し・ 

改善を行ってください。 

④ 各園の実態に応じてチェック項目を追加し、各園 

独自のチェックシートを作成してください。 

 

 

 

         

 

    〔○ 現状で対応可能  △ 改善の必要がある  × 作成していない〕 

作 成 内 容 
チェック 

欄 

改善日

作成日

１
災
害
想

定
の
把
握 

地震・津波対策を検討するうえで、災害想定（震度、津波高、浸 

水深等）を正確に把握しているか。【P.5～6】 
 ／ 

２ 

組
織
体
制 

(1)防災対応組織【P.7～8】 

 

組織体制が確立されているか。  ／ 

保育者等の役割分担を明確にしているか。  ／ 

組織体制を保育者等に周知しているか。  ／ 

組織の責任者とその代行順位が示されているか。  ／ 

(2）保育者等の参集基準【P.8～10】 

 

緊急時の保育者等の参集基準が示されてい

るか。 

開所時間内  ／ 

夜間・休日等  ／ 

保育者等への緊急連絡体制が示されているか。  ／ 

(3)関係機関との連絡体制【P.11～12】 

 
関係機関への緊急連絡体制が示されているか。  ／ 

関係機関の連絡先を一覧表にまとめているか。  ／ 

防災（地震・津波）マニュアル作成チェックシート 

見直しの手順 
ワンポイント 

このチェックシートは、

基本的な事項を示したも

のです。避難訓練や研修等

を通じ、定期的な見直しや

改善を行い、各園の実態に

応じた『独自の防災マニュ

アル』を作成してくださ

い。 

 

防災マニュアルをチェックしましょう！ 
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３ 

事
前
対
応 

(1) 防災教育等【P.13～14】  ／ 

 
保育者等の研修等について示されているか。  ／ 

防災マニュアルの内容を保護者と共有しているか。  ／ 

(2)避難訓練【P.15～20】  ／ 

 

年間安全計画を作成しているか。  ／ 

園児の防災教育について示されているか。  ／ 

避難訓練年間計画を作成しているか。  ／ 

避難訓練を実施しているか。  ／ 

地域の防災組織と連携しているか。  ／ 

地域と連携した避難訓練を実施しているか。  ／ 

避難訓練実施記録及び評価・改善策が保管されているか。  ／ 

(3)防災マップの作成【P.21～24】  ／ 

 

園内避難経路図を作成しているか。  ／ 

近隣の防災マップを作成しているか。  ／ 

避難経路、避難場所が保育者等に周知されているか。  ／ 

避難先を一覧表にまとめているか。  ／ 

(4)施設の安全管理【P.25】  ／ 

 

施設・備品の安全管理・安全点検を行っているか。  ／ 

安全点検実施及び改善記録等が保管されているか。  ／ 

定期的に避難経路、避難場所を実際に確認しているか。  ／ 

(5)備蓄物資と非常持ち出し品【P.26～27】  ／ 

 

非常時に備えて物資を備蓄しているか。  ／ 

備蓄物資の定期的管理を行っているか。  ／ 

非常時持ち出し品の準備をしているか。  ／ 

４ 

地
震
発
生
後
の
対
応 

(1) いろいろな保育場面に応じた対応マニュアルを作成している

か。【P.28～36】 
 ／ 

(2)保護者への引き渡し【P.37～38】  ／ 

 
保護者への連絡・引き渡し対応について示されているか。  ／ 

緊急時連絡・引き渡しカードを作成しているか。  ／ 

(3)緊急時の通信手段【P.39～40】  ／ 

 緊急時の通信手段を確認しているか。  ／ 

５
災
害
時
に
お

け
る
心
の
ケ
ア 

(1)園児の心のケアについて示されているか。【P.41～42】  ／ 

(2)保育者等の心のケアについて示されているか。【P.43～44】  ／ 
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１ 災害想定の把握 

防災マニュアルの作成や避難場所、避難方法等を検討するうえで、自園のある地域が地

震や津波によりどのような災害（震度、津波高・浸水深、液状化、地すべり等）が想定さ

れているか、正確に把握することが大切です。 

内閣府の有識者検討会が平成 24 年 3 月 31 日に東海、東南海、南海地震を起こす南海ト

ラフで、これらの想定震源域が連動し、最大級の地震が起きた場合の震度分布と津波高の

推計を公表しました。 

本県においては、10 市町で最大津波高が 20 メートル以上、震度はほぼ県内全域の 30 市

町村で震度７の激震となると推計されています。特に、黒潮町と土佐清水市では 30 メート

ルを超す津波高となっており、従来の想定を大きく上回る推計値が示されました。 

今回公表された最大津波高の推計は、発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大

な被害をもたらす最大クラスの津波を想定したものであり、南海トラフ沿いで次に起こ

る地震・津波を予測したものではなく、また、何年に何パーセントという確率を念頭に

想定したものでもありません。 

今後、内閣府では、津波高についてさらに精度の高い推計を行うため、推計結果によっ

て、今回の推計結果は変わりうるものです。 

さらに、本県においては、その公表を基に地震動・津波浸水予測結果を出す予定となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各園では、今後出される災害に関する情報を正確に把握し、正しい理解を

することが重要です。 
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※最大震度、最大津波高は、いくつかの地震発生ケースのうち、各市町村で最大となった

地点の推計値が示されたもので、各市町村全域に対する推計ではない。（最大津波高は、

海岸線における津波高。） 

 

※市町村別・ケース別の最大震度・最大津波高は、資料編（１～２ページ）に掲載。 

平成 15 年の想定と今回（平成 24 年 3 月 31 日公表）の想定の比較 

「南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高について（第一次報告）」の詳細

は、下記のホームページに掲載されています。 

 

※内閣府ホームページ 

 「南海トラフの巨大地震モデル検討会」 

http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/nankai_trough/nankai_trough_top.html 

震度

市町村
最大クラス

（重ね合わせ）

中央防災会議

(2003)

高知市 7 6強

室戸市 7 6強

安芸市 7 6強

南国市 7 6強

土佐市 7 6強

須崎市 7 6強

宿毛市 7 6強

土佐清水市 7 7

四万十市 7 7

香南市 7 6強

香美市 7 6弱

東洋町 7 6強

奈半利町 7 6強

田野町 7 6強

安田町 7 6強

北川村 7 6強

馬路村 6強 6弱

芸西村 7 6強

本山町 7 6弱

大豊町 7 6弱

土佐町 7 6弱

大川村 6強 5強

いの町 7 6強

仁淀川町 6強 5強

中土佐町 7 7

佐川町 7 6強

越知町 6強 6強

檮原町 7 5強

日高村 7 6強

津野町 7 6弱

四万十町 7 7

大月町 7 6強

三原村 7 6強

黒潮町 7 6強
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２ 組織体制 

  いつ地震・津波が起きても慌てず、組織として対応できるよう体制を整備し、保育者

等一人ひとりが避難訓練や研修等を通してその役割を認識し、いざというときに的確な

判断と迅速な行動ができるようにしておくことが大切です。 

 

（１）防災対応組織 

  ◆ 災害（地震・津波）対策本部（例） 

名称 担当 氏名 主な対応 

総括本部 
所長・園長 

教頭   等 

 
・被害状況等を把握し、避難の実施方

法を決定 

・避難経路の安全性を確認後、避難の

指示 

・二次災害等の情報収集 

・非常持ち出し品の搬出 

・県市町村等の関係機関への連絡 

・マスコミ対応 

避難誘導・ 

安否確認班 

担任保育者  

等 

 ・園児の安全を確保 

・園児への的確な指示（押さない、走

らない、しゃべらない、戻らない）

・担当クラスの人員を確認し、負傷の

有無・程度、行方不明者を本部に報

告 

・非常持ち出し品（出席簿、緊急時連

絡票等）の携帯 

・避難場所の確保 

・保護者への連絡 

救出・ 

救護班 

担任外保育者

等 

 
・保育室、トイレ、ホール、園庭等の

残留園児の確認 

・負傷者の救出 

・負傷者の応急手当 

・医療機関への連絡 

・行方不明者の捜索 

・救急用品の常備 

消火班 調理員 等 

 ・出火防止措置 

  ガスの元栓を閉める 

  電気のブレーカーを切る 等 

・初期消火活動 

 ※総括者不在時の順次代理者を決めておく。 

   ※園児や保育者等の人数など、各園の実態に応じた体制・対応とする。 
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◆ 地震・津波発生時の役割分担（例） 

 

 

 

 

 

   

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※園児や保育者等の人数など、各園の実態に応じた役割分担とする。 

 

 

（２）保育者等の参集基準 

地震・津波発生時、必要な対応を円滑に実施するため、発表される地震や津波の

情報等に応じた保育者等の参集基準を作成し、あらかじめ保育者等で確認しておく

ことが必要です。 

また、被災者となった保育者等の状況に応じた配慮も必要です。 

 

①  開所時間内の参集基準 

      保育中の場合、保育者等は所長・園長等の指示のもと直ちに災害対応体制を

とることになりますが、研修等で各園を離れている保育者等や勤務のローテー

ションにより休日や退勤となっている保育者等も出勤し、体制強化のため事前

に定められた役割分担により対応することが必要です。 

 

 

 

 

 

もも組：高知太郎 

ばら組：土佐花子 

ゆり組： 避難誘導担当

各担任 
避難誘導・ 
安否確認班 

○○組： 

○○組： 

総括本部 
所長・園長等 

救出・救護班

出火防止措置担当： 

初期消火担当： 

救出・救護担当： 

消 火 班 

園内最終確認担当： 

※恐怖で動けなくなったり、パニック状態

になったりした園児への対応担当 

園児対応担当： 
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② 休日・夜間等の震災時における参集基準（例） 

配備体制 配備基準 参集基準 

第１配備 

警戒体制 
津波注意報が発表 

津波・浸水が想定される園におい

ては、所長・園長及びあらかじめ

指定する保育者等（１～２名）を

配備 

第２配備 

厳重警戒体制 

必要に応じ 

災害対策本部設置 

震度４以上の地震が発生 
所長・園長及びあらかじめ指定す

る保育者等（３～４名）を配備 

津波警報が発表 

津波・浸水が想定される園におい

ては、所長・園長及びあらかじめ

指定する保育者等（３～４名）を

配備 

第３配備 

災害対策本部設置 震度５弱の地震が発生 
所長・園長及びあらかじめ指定す

る保育者等（５割以上）を配備 

震度５強の地震が発生 原則として保育者等の全員を配備

大津波警報が発表 原則として保育者等の全員を配備

※保育者等の緊急連絡網を整備する。 

※津波の危険性のある地域では、別途参集場所を決めておく。 

※保育者等の人数や各園の実態に応じた体制を決めておく。 

 

  

   ③ 参集時の移動手段 

      交通機関が途絶した場合を想定し、自宅から各園や事前に定めた参集場所ま

での経路を各自で確認しておきます。道路が寸断されることもあるので、複数

の経路と移動手段を確認しておくことが必要です。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイント 

〈参集前にチェック〉 

・自分自身及び家族の安全を守る。 

・家族の安否確認後、出勤する。 

・火元の確認をする。 

（ガスの元栓を閉める、電気のブレーカーを切る。）

・テレビやラジオ等により情報を把握する。 
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④ 休日・夜間等の参集後の対応（例） 

所
長
・
園
長
等 

・園児、保育者等の安否確認をする。 

・施設等の安全確認をする。 

・関係機関に情報連絡をする。 

・休園等の措置について決定する。 

※所長・園長等が不在の場合は、順次代理者が指示する。

・園児、保護者、

保育者等の安

否について情

報 共 有 を す

る。 

・今後の対応に

ついて共通理

解する。 
保
育
者
等 

・園児、保護者の安否確認をする。 

・園児の避難状況等の情報収集を行う。 

・施設等の安全確認をする。 

・その他、所長・園長等の指示に従い臨機応変に対応す

る。 
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（３）関係機関との連絡体制 

① 緊急連絡体制（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

保育所・幼稚園等
消防・警察・保健

所・医療機関 

 

・各機関への要請等 

市町村・県 災害対策本部 

・消火
・救急活動 
・衛生管理 
・負傷者の受け入れ 
・通園路、避難路の 
安全確保    等 

園児の安否確認・負傷者の有無・施設や設備の被災状況等を把握し、保護者や関係機

関に連絡（電話等がつながり難い状況を想定し、携帯電話、メール、防災無線等複数の

連絡方法を考えておく必要があります） 

教育事務所

県教育委員会 

地地震震発発生生！！  

保 護 者 

・残留園児の保護方法 

・園児の引き渡し方法 

・帰宅方法等連絡事項 

・保護者といる園児の

安否確認 

・休園等の連絡 

市町村教育委員会 

市町村保育主管課 
避 難 所 

・所在不明園児の 

安否確認 

【連絡の内容】 

・園児の避難状況 

・園児及び保育者等の被災

状況 

・園舎等の被災状況 

・休園等の措置 等 
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② 防災関係機関連絡先一覧（例） 

【県・市町村】 

 電  話 Ｆａｘ 備考（防災無線等） 

県教育委員会    

幼保支援課 088-821‐4881 088-821‐4774  

市町村教育委員会    

総務施設担当課    

学校教育担当課    

市町村保育主管課    

首長部局    

    防災担当課    

    支  所     

    市 民 館    

    公 民 館    

    保健センター     

    

 

【関係機関】 

 電  話 Ｆａｘ 備考（防災無線等） 

○○消防署    

○○警察署    

○○保健所    

○○病院    

△△水道局    

□□ガス会社    

▽▽電力会社    

    

    

※電話がつながり難い状況を想定し、防災無線等複数の連絡方法を考えておく必要があり

ます。 

 

 

 

 

緊急連絡体制・関係機関連絡先は見やすい場所に掲示し、 

非常持ち出し品にも入れておきましょう。 

トラフ博士 
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３ 事前対応 

（１） 防災教育等 

   ① 園児の安全能力の育成 

日常保育の中で、命の大切さに気づかせるとともに、地震や津波の恐ろしさを

教え、園児が安全に避難することができる態度や能力を育てることが重要です。     

そのためには、保育者等が日頃から防災の視点を持って保育を行うとともに、

園児自身が自分の命を守るための行動の仕方が分かるように、避難訓練を繰り返

し行い体験させることが大切です。 

 

〔防災教育（例）〕 

「 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 保育者等の災害対応能力の向上 

保育者等は、地震・津波から園児の生命を守り、被害を最小限にくいとめるた

めには、防災に対する高い知識をもち、実践的な訓練や研修などにより、自らの

対応力や防災教育に関する指導力を高めることが必要です。 

○マニュアルに基づく、地震・津波などに対応した防災避難訓練 

○ＡＥＤを含む心肺蘇生法などの応急手当に関する研修 

○園児の安全能力育成のための保育・教育内容、教材等に関する共通理解 

○園児等の心のケアに関する研修 

○防災に関する研修会等への参加 

○新聞や災害関連ホームページ等から最新の情報を収集し、訓練等に活かす 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

○目 標 『災害発生時、自分で自分の命をまもろうとする。』（幼児） 
○内 容  いろいろな教材や映像を活用して、生活の中で起こる地震や津波の

場面をイメージする。 
      ① 紙芝居や人形劇、絵本等から 
      ② 視聴覚教材から 
      ③ 日常の会話から など 
○教材例  あそぼうさいカルタ 
      防災ダック 
      ぼくらがまもる（歌） 

資料９～11ページに

入手先等を掲載して

います。 

ワンポイント 

状況に応じた的確な判断のもと、保育者等が落ち着いた行動を

することは、園児に安心感を与え、安全な避難につながります。 
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③ 保護者の防災意識の向上と連携 

地震・津波発生時に園児を安全に避難させ、保護者に引き渡すためには、保護

者にも高い防災意識をもってもらうことが大切です。避難場所や避難方法、保護

者への連絡・引き渡し方法など、各園と保護者が共通認識をしておくことが重要

です。 

そのためには、日頃から次のような取組が考えられます。 

○参観日や懇談会等で防災に関する研修を行う。 

○保護者とともに避難訓練を行い、避難経路等を確認する。 

○避難場所、引き渡し方法を周知する。 

○保護者とともに通園路の危険箇所を確認する。 

○防災マニュアルの内容を保護者に周知する。 

○各園の防災の取組等を「園から親・子から親」へと発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 緊急時連絡・引き渡しカードの作成〈３８ページ参照〉 

○緊急時の連絡先については、複数の者、複数の連絡方法等を確認し、園児を確

実に保護者等に引き渡すため、引き渡しカードを作成しておきましょう。 

○引き渡しカードは、毎年内容を確認（変更のある場合はその都度）しましょう。 

○保育者等は、使用方法について共通理解をしておくことが必要です。 

 

◆ 引き渡し方法の確認〈３７、３８ページ参照〉 

      地震・津波発生時の緊迫した状況で保護者等の対応に追われれば、それだけ

園児を守るための貴重な時間がなくなります。混乱を防ぎ迅速な避難を行うた

めにも、あらかじめ避難場所（複数）や引き渡し方法を決めておき、園便りや

懇談会等を通じて保護者に繰り返し周知し、理解を得ておくことが重要です。 

また、園児を安全確実に保護者等に引き渡すためにも、引き渡し方法につい

ては、引き渡しカードをもとに保護者と事前に確認をし、保護者と園が共通理

解しておくことが必要です。 

 

 
 

 

 

 

 

ワンポイント 

保護者によっては、被災状況や職務、交通事情等によ

り、園児の引き取りが数日後となることも想定しておき

ましょう。 

東日本大震災では、保護者等に引き渡した園児が、その後、津波の犠牲とな

った事例があります。安全確認ができない場合には、災害の状況や津波等に関

する最新の情報を保護者に伝え、園児とともに保護者も一緒に避難してもらう

ことが必要です。 

東日本大震災から・・・ 
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（２）避難訓練 

  ① 安全計画 

〔安全計画（地震・津波対応）例〕 

月 安全管理 
安全に関する組織活動 

（研修を含む） 
防災教育 

４月 

・防災組織体制の確立 
・安全点検表の作成及び点検 
・スクールバス運行ルートの 
危険箇所及び避難場所の確

認 

・保護者会、園便り等での保

護者の防災意識の啓発 
・緊急連絡・引き渡しカード

の作成及び保護者と内容

についての確認 

・避難訓練 
・絵本の読み 
聞かせ 

 
 

５月 

・安全点検 
・園外保育・遠足等の目的地 
の実地踏査 

・保護者会、園便り等での保

護者の防災意識の啓発 
・地域の防災組織と連携し 
た避難経路等の確認 

・避難訓練 
・「ぼくらがま

もる」（歌）

６月 

・安全点検 
・消防署の指導による保育者 
等の通報訓練、初期消火訓練

・プール、水遊び遊具、用具の

安全点検 

・けがの処置や心肺蘇生法

（AED 含む）の研修 
・避難訓練 
（消防署から

の指導） 
 

７月 ・安全点検 ・保護者会、園便り等での保

護者の防災意識の啓発 
・避難訓練 
 

８月 
・安全点検 ・緊急連絡票・引き渡しカー

ドを使っての連絡及び引

き渡し訓練 

・避難訓練 
（保護者参加）

 

９月 

・安全点検 ・地域と連携した避難訓練 
（保護者参加） 

 

・地域と連携 
した避難訓

練 
（保護者参加）

10 月 

・安全点検 
・園外保育・遠足等の目的地 
及び周辺の実地踏査 

・消防署の指導（起震車での

地震体験等） 
 

・避難訓練 
・起震車で地 
震の揺れを

体験する 

11 月 
・安全点検 ・保護者会、園便り等での保

護者の防災意識の啓発 
・避難訓練 
 

12 月 
・安全点検 ・保護者会、園便り等での保

護者の防災意識の啓発 
・避難訓練 
 

１月 

・安全点検 
・保育者等の消火訓練（消防 
署の指導） 

・地震・津波発生時の避難場

所、連絡方法を保護者と再

確認 

・避難訓練 
・「あそぼうさ

いカルタ」で

遊ぼう 

２月 
３月 

・安全点検 
・１年間の安全点検の評価・ 
反省 

・次年度の防災組織等の再編 
 成 

・保護者会、園便り等での保

護者の防災意識の啓発 
 

・避難訓練 
 
 
 

 ※上記以外に生活安全、交通安全等についての安全計画を加え、年間安全計画を作成し

てください。 
 



16

② 避難訓練年間計画 

地震・津波発生時に備え、園児が安全に避難できるように避難訓練を実施し、基

本的な能力を身につけさせることが必要です。 

そのために、避難訓練年間計画を作成し、保育者等の共通理解のもと避難訓練を

行うことが重要です。 

年間計画の作成にあたっては、以下の点に留意しましょう。 

 

○年間を通して指導計画の中に位置づける。 

○いろいろな場面を想定し、安全に避難できる態度や能力を身につけられるよう、

実践的な訓練を計画する。 

    ○全保育者等で計画の内容や役割分担等について協議し、確認する。 

    ○保護者や地域と連携した訓練を計画する。 

 

    ※次ページ以降の避難訓練年間計画（例）については、地震・津波を想定したも

のを例示しています。各園においては、火災や不審者対応等も含めた年間計画

を作成してください。 
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〔
避

難
訓
練

年
間

計
画
（
例

）
〕
 

月
 
日
 

４
月
２
０
日
 

５
月
２
０
日
 

６
月
１
９
日
 

訓
練
時
間
 

室
内
で
ク
ラ
ス
全
体
で
活
動
中
 

室
内
で
ク
ラ
ス
全
体
で
活
動
中
 

ク
ラ
ス
全
体
で
活
動
中
 

９
：
３
０

 
１
０
：
０
０

 
１
０
：
３
０

 
想
 
 
定
 

火
災
 

地
震
・
津

波
 

火
災
 

内
 
 
容

 
・
非
常
ベ
ル
や
保
育
者
等
の
声

等
の
合
図
で
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

 
な
い
こ
と
を
知
る
。
 

・
保
育
者
等
の
指
示
に
従
い
、

皆
と
一
緒
に
行
動
す
る
。
 

 

・
地
震
発
生
時
の
避
難
の
仕
方
を
知
る
。

・
保
育
者
等
の
指
示
に
従
っ
て
防
災
頭
 

 
巾
を
被
り
、
皆
と
一
緒
に
行
動
す
る
。

・
保
育
者
等
の
指
示
に
従
っ
て
避
難
す

る
。
 

・
消
防
署
の
指
導
に
よ
る
訓
練
を
行
う
。
 

留
意
事
項

 
・
年
度
始
め
な
の
で
、
各
ク
ラ
ス
の
状
態
に
応
じ
て
非
常
ベ
ル
等
の
合

図
で
避
難
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
お
く
。
 

・
非
常
ベ
ル
の
音
を
聞
い
て
泣
き
出
す
子
も
い
る
の
で
、
声
を
か
け
る

な
ど
、
安
心
感
を
も
た
せ
る
。
 

・
園
内
放
送
に
注
意
を
向
け
、
静
か
に
聞
く
よ
う
に
さ
せ
る
。
 

・
ハ
ン
カ
チ
や
手
、
服
等
で
口
を
押
さ
え
、
避
難
す
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
。
 

・
あ
わ
て
て
飛
び
出
し
た
り
、
押
し
た
り
、
か
け
出
し
た
り
し
な
い
 

で
、
保
育
者
等
の
指
示
を
注
意
し
て
聞
く
よ
う
に
指
導
す
る
。
 

★
頭
を
防
災
頭
巾
等
で
保
護
し
、
上
履
き
や
靴
を
履
か
せ
避
難
さ
 

せ
る
。
 

★
非
常
時
持
ち
出
し
袋
を
持
参
し
、
避
難
場
所
に
誘
導
す
る
。
 

★
人
員
確
認
を
し
、
け
が
人
等
の
有
無
を
所
長
・
園
長
等
に
報
告
 

 
す
る
。
 

・
初
め
て
行
う
地
震
発

生
時
の
避
難
訓
 

 
練
な
の
で
、
避
難
方
法
を
知
ら
せ
て
お

く
。
 

・
揺
れ
が
お
さ
ま
る
の

を
待
っ
て
避
難
 

 
さ
せ
る
。
 

・
園
内
放
送
に
注
意
を

向
け
、
静
か
に
 

聞
く
よ
う
に
さ
せ
る

。
 

・
保
育
者
等
の
誘
導
・
援
助
で
園
庭
か
ら

避
難
場
所
や
高
台
等

へ
避
難
さ
せ
る
。

・
非
常
ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
保
育
者
等
が
 

 
素
早
く
的
確
な
指
示
を
出
し
、
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
よ
う
さ
せ
る
。
 

・
保
育
者
等
は
消
防
署
の
指
導
に
よ
る
 

通
報
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
を
行
う
。
 



18

月
 
日
 

７
月
２
１
日
 

８
月
２
０
日
 

９
月
１
日
 

９
月
２
０
日
 

１
０
月
１
９
日
 

訓
練
時
間
 

ク
ラ
ス
で
散
歩
中
 

プ
ー
ル
・
水
遊
び
中
 

地
域
と
連
携
し
た
 

避
難
訓
練
 

園
児
が
個
々
に
活
動
中
 

園
児
が
個
々
に
活
動
中
 

９
：
３
０

 
１
０
：
３
０

 
１
０
：
０
０
 

９
：
３
０
 

１
５
：
０
０
 

想
 
 
定
 

地
震
・
津
波
 

地
震
 

地
震
・
津
波
 

地
震
・
津
波
 

地
震
・
津
波
・
水
害
 

内
 
 
容

 
 

・
散
歩
中
の
避
難
の
仕
方
を
知

る
。
 

 

・
プ
ー
ル
で
水
遊
び
中

の
避
難
の
仕
方
を
知

る
。
 

 

・
地
域
の
防
災
訓
練
に

参
加
し
、
地
域
の
人

と
と
も
に
安
全
な
場

所
へ
避
難
す
る
。
 

・
園
庭
で
遊
ん
で
い
る
と
き
の

避
難
の
仕
方
を
知
る
。
 

 

・
水
害
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
。
 

・
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と

を
知
る
。
 

・
起
震
車
で
地
震
の
揺
れ
を
体
験

す
る
。
 

留
意
事
項

 
  

・
園
外
で
の
避
難
訓
練
な
の
で

、

不
安
感
を
も
た
せ
な
い
よ
う

に
声
か
け
を
し
な
が
ら
誘
導

す
る
。
 

・
園
外
で
の
訓
練
の
た
め
、
交
通

安
全
に
留
意
す
る
。
 

・
人
数
確
認
を
迅
速
に
行
う
。

 

★
非
常
時
持
ち
出
し
袋
を
持
 

参
し
、
避
難
場
所
に
誘
導
 

す
る
。
 

★
人
員
確
認
を
し
、
け
が
人
 

等
の
有
無
を
所
長
・
園
長
 

等
に
報
告
す
る
。
 

・
園
児
を
水
の
中
か
ら

出
し
、
安
全
を
確
保

す
る
。
 

・
バ
ス
タ
オ
ル
や
毛
布

等
で
身
体
の
保
温
を

行
い
、
避
難
さ
せ
る
。

 

・
保
育
者
等
や
地
域
の

人
の
誘
導
・
援
助
で

園
庭
等
か
ら
避
難
場

所
や
高
台
等
へ
避
難

さ
せ
る
。
 

・
保
護
者
に
参
加
を
呼

び
か
け
る
。
 

・
保
育
者
等
の
近
く
に
い
る
園

児
を
素
早
く
集
め
、
頭
を
保

護
さ
せ
、
そ
の
場
に
し
ゃ
が

ま
せ
る
。
 

・
保
育
者
等
の
指
示
を
注
意
深

く
聞
き
、
慌
て
ず
落
ち
着
い

て
避
難
さ
せ
る
。
 

 ★
頭
を
防
災
頭
巾
等
で
保
護

し
、
上
履
き
や
靴
を
履
か
せ

避
難
さ
せ
る
。
 

・
大
雨
や
台
風
、
ま
た
津
波
等
の

水
害
の
危
険
が
あ
る
と
き
の
避

難
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
。
 

・
指
定
避
難
場
所
や
高
台
へ
避
難

を
行
う
際
の
保
育
者
等
の
役
割

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
 

・
年
長
児
と
保
育
者
は
、
起
震
車

で
地
震
の
揺
れ
を
体
験
す
る
。
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月
 
日
 

１
１
月
２
１
日
 

１
２
月
２
０
日
 

１
月
２
０
日
 

２
月
１
９
日
 

３
月
１
０
日

 

訓
練
時
間
 

昼
寝
中
 

預
か
り
保
育
中
 

延
長
保
育
中
 

園
児
が
個
々
に
活
動
中
 

園
児
が
個
々
に
活
動
中
 

園
児
が
個
々
に
活
動
中
 

１
３
：
３
０
 

１
７
：
３
０
 

１
５
：
０
０
 

９
：
３
０
 

１
０
：
０
０
 

想
 
 
定
 

地
震
・
火
災
 

地
震
・
津
波
 

地
震
・
火
災
 

地
震
・
津
波
 

地
震
・
津
波
 

内
 
 
容

 
 

・
昼
寝
中
の
避
難
の
仕
方
を
知
る
。
 

 

・
異
年
齢
、
少
人
数
で
の

保
育
時
の
避
難
の
仕

方
を
知
る
。
 

・
室
内
で
各
自
が
遊
ん
で

い
る
と
き
の
避
難
の

仕
方
を
知
る
。
 

・
室
内
や
園
庭
で
各
自
が

遊
ん
で
い
る
と
き
の

避
難
の
仕
方
を
知
る
。

・
室
内
や
園
庭
で
各
自
が
 

遊
ん
で
い
る
と
き
の

避
難
の
仕
方
を
知
る
。
 

留
意
事
項

 
  

・
保
育
室
の
中
央
に
園
児
を
集
め
、
布
団

や
毛
布
で
頭
や
身
体
を
保
護
さ
せ
る
。

・
昼
寝
中
に
起
こ
さ
れ
、
機
嫌
が
悪
く
な

る
園
児
も
い
る
た
め
、
声
を
か
け
、
安

心
感
を
も
た
せ
る
。
 

・
保
育
者
等
の
誘
導
や
援
助
で
園
庭
へ
避

難
さ
せ
る
。
 

★
頭
を
防
災
頭
巾
等
で
保
護
し
、
 

上
履
き
や
靴
を
履
か
せ
避
難
 

さ
せ
る
。
 

★
非
常
時
持
ち
出
し
袋
を
持
参
し
、
 

避
難
場
所
に
誘
導
す
る
。
 

★
人
員
確
認
を
し
、
け
が
人
等
の
 

有
無
を
所
長
・
園
長
等
に
報
告
 

す
る
。
 

・
園
児
の
状
態
に
応
じ
て

対
応
し
、
速
や
か
に
避

難
さ
せ
る
。
 

・
少
人
数
の
保
育
者
等
で

対
応
す
る
た
め
、
役
割

分
担
を
確
認
し
て
お

く
。
 

・
近
く
の
保
育
者
等
の
そ

ば
に
集
め
、
指
示
を
静

か
に
聞
か
せ
る
。
 

・
避
難
時
の
約
束
を
守
っ

て
行
動
さ
せ
る
。
 

・
近
く
の
保
育
者
等
の
そ

ば
に
集
め
、
指
示
を
静

か
に
聞
か
せ
る
。
 

・
避
難
時
の
約
束
を
守
っ

て
行
動
さ
せ
る
。
 

・
訓
練
に
慣
れ
て
き
た
こ
 

と
で
、
ふ
ざ
け
た
り
、

し
ゃ
べ
っ
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に

指
導
す
る
。
 

・
指
示
を
最
後
ま
で
聞

き
、
保
育
者
等
の
指
示

に
従
っ
て
行
動
さ
せ

る
。
 

・
避
難
訓
練
の
大
切
さ
を
 

再
確
認
さ
せ
る
。
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③ 避難訓練の充実  

地震・津波等が起きたとき、どのように行動して危険から回避すればよいか、い

ろいろな場面を想定し、繰り返し避難訓練をすることが大切です。 

多くの乳幼児を安全かつ迅速に避難させるためには、保育者等だけでは対応しき

れない場合も考えられます。特に津波の危険性のある地域では、避難は一分一秒を

争うため、近隣の学校や地域住民の協力が欠かせません。 

そのため、学校や地域の防災訓練に参加したり、逆に各園の避難訓練に参加をお

願いしたりするなど、日頃から学校や地域との関係づくりをしておくことや避難協

力の協定を結んでおくことが必要です。 

また、避難訓練を参観日に行い、保護者に実際どのように避難しているのかを見

てもらい意見を聞くなど、互いの認識を深めることも大切になります。 

この他、消防機関等や自主防災組織と連携した実地訓練なども行い、避難訓練の

充実を図ることが必要です。 

 

④ 避難訓練や防災マニュアルの改善 

    避難訓練実施後は、計画・想定していたことと比べどうだったか、実際に行い分

かった課題や問題点等を把握したうえで評価・改善を行い、次の避難訓練に活かす

ことが重要です。また、その内容によっては防災マニュアルの見直しも行うことが

必要です。 

避難訓練や防災マニュアルの見直し・改善にあたっては、「計画（PLAN）⇒実践（DO）

⇒評価（CHECK）⇒改善（ACTION）」のサイクル（ＰＤＣＡサイクル）を繰り返し行

うことが大切です。 

 

   〔避難訓練実施記録様式（例）〕 

年月日 災害別 所要時間 園児の様子 保育者等の動き 改善点 

Ｈ24.4.20 
地震 

火災 

    

Ｈ24.5.20 
地震 

津波 

    

Ｈ24.6.19 
地震 

火災 

    

Ｈ24.7.21 
地震 

津波 
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（３）防災マップの作成 

    園児を安全かつ迅速に避難させるためには、園内避難経路図や近隣の防災マップ

を作成し、保育者等が共通理解しておくことが重要です。 

防災マップを作成するにあたっては、園で利用している地図や県・市町村が作成

している被害想定図や防災マップ等を活用しながら、園独自の防災マップを作成す

ることが必要です。 

また、防災マップを作成する過程において、保育者等がお互いに自分ならどう行

動するか、どう避難するか等を話し合うことで、防災意識や防災対応能力の向上に

もつながります。 

園児の生命を守ることを第一に、各園の実態に応じて必要と思われることを話し

合い、マップに記入し、園内避難経路図や防災マップを完成させましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 園内避難経路 

〔園内避難経路図（例）〕 

 

●…非常持ち出し品置き場（非常持ち出し品は、すぐに持ち出せる場所に置くようにし、

園内避難経路図に図示しておきましょう。） 

ワンポイント 

＜「防災マップで安全＝絶対大丈夫」ではありません。＞ 

避難時には、防災マップを活用しながらも、地震や津波の

情報をもとに、そのときの周辺の状況等に応じた適切な判断

と行動をすることが求められます。 
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② 近隣の防災マップ 

防災マップは、以下の点に留意し作成しましょう。 

     ○地震、液状化、津波などの被害を想定や周辺の地形、建物・道路等の状況を

しっかり把握する。 

○第１次避難場所、第２次避難場所を確認する。 

（その他、近隣で複数の避難場所を確認しておく。） 

○避難経路を把握する。 

  ・がけ崩れ、土砂崩れ、地割れ、液状化現象、火災、水道管やガス管の破裂、

津波の襲来等、さまざまな状況を想定し、複数の避難経路を確認しておく。 

○登園降園時の通園路の危険個所を把握する。 

○災害発生時の連絡手段として公衆電話の設置場所を把握する。 

     ○フィールドワークを行い実際に確認し、その他必要と思われることを記号等

で書き込む。 

○避難経路は定期的に点検し、安全確認をする。 

 

   〔通園バス運行ルート〕 

運行経路ごとに以下の点に留意し作成しましょう。 

○地震、液状化、津波などの被害を想定する。 

○道路状況や建物の倒壊の危険等について確認する。 

○避難可能な場所を決定する。 

○津波避難ビルの場所や出入口を確認する。 

 

   ※市町村防災部署や自主防災組織、消防署、専門家等とともに作成するとより効果

的です。 

  〔参考〕 

 

 

 

 

 

 

〈高知県統一標識〉 

 

 

 

 

【津波基本形】  【津波避難（誘導）】  【津波避難場所】  【収容避難所】 

 

〈消防庁統一標識〉 

 

 

 

   【津波避難ビル】    【津波避難場所】    【津波注意】 

津波に関する標識 
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③ 避難先一覧表（例） 

 名 称 住 所 電話番号 

一
時
避
難
場
所 

○○公園   

○○小学校   

○○中学校   

   

   

   

   

   

   

指
定
避
難
場
所 

○○小学校   

○○中学校   

○○センター   

○○公民館   

   

   

   

   

   

   

   ※園外活動時や通園バス運行経路上の避難場所についても記載する。 
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（４）施設の安全管理 

    施設の安全点検は、潜在的な危険を未然に防ぎ、二次災害防止のためにも重要で

す。日常的に安全点検を行うとともに、月ごとに定期的な点検を実施することが必

要です。 

〔施設・備品の耐震対策チェックリスト（例）〕 

各園の実態に応じて点検項目を作成し、安全点検を実施しましょう。 

 

災害予防のための施設点検〔  月  日  曜日 天気   〕 チェック欄 改善日 

職
員
室
・
保
育
室
・
ホ
ー
ル 

天井や壁に取り付けられた空調機は固定しているか。  ／ 

照明器具は固定しているか。  ／ 

放送設備（テレビ、スピーカー等）は固定しているか。  ／ 

掛け時計、掲示物、黒板は落下しないか。  ／ 

本棚、ロッカーは補助金具等で固定しているか。  ／ 

ピアノ、オルガン、コピー機は動かないように固定しているか。  ／ 

棚等の上に重い物や器具は置いていないか。  ／ 

窓ガラスの飛散防止対策をしているか。  ／ 

引き戸、ドアの開閉はスムーズか。  ／ 

廊
下
・
テ
ラ
ス
・
階
段 

廊下等に避難の妨げとなる物を置いていないか。  ／ 

下駄箱は固定しているか。  ／ 

砂や水で滑りやすくなっていないか。  ／ 

腐食箇所や釘などは出ていないか。  ／ 

階段の手すりにぐらつきはないか。  ／ 

照明器具は固定しているか。   

窓ガラスの飛散防止対策をしているか。  ／ 

ト
イ
レ 

滑りやすくなっていないか。  ／ 

ドアの開閉はスムーズか。  ／ 

照明器具は固定しているか。   

園
庭 

危険物はないか。  ／ 

溝の蓋は完全に閉めているか。  ／ 

遊具のぐらつき、腐食はないか。  ／ 

調
理
室 

大型備品（冷蔵庫、食器保管庫等）は固定しているか。  ／ 

ガスコック、ガス管にひび割れ等の異常はないか。  ／ 

ガスを使用しないときは元栓を閉めているか。  ／ 

そ
の
他 

消火器は所定の場所に置いているか。  ／ 

消火器や火災報知器、煙探知器等について、定期的に検査を受け

ているか。 
 ／ 

園児にとって危険なもの（医薬品、カッター等）を安全な場所に

保管しているか。 
 ／ 

門、外壁等倒壊の危険はないか。  ／ 



26



27

   ② 非常持ち出し品（例） 

乳児担当者 幼児担当者 担任以外 

出席簿 

緊急時連絡・引き渡しカード 

防災マップ 

哺乳瓶 

ミネラルウォーター 

着替え（少々） 

紙おむつ 

ビニール袋 

タオル 

ウエットティッシュ 

おんぶひも 

筆記用具 

笛          等 

出席簿 

緊急時連絡・引き渡しカード

防災マップ 

着替え（少々） 

ビニール袋 

ウエットティッシュ 

ティッシュペーパー 

タオル 

あめ 

ロープ 

筆記用具 

笛          等 

園児名簿 

全家庭緊急時連絡・引き渡しカード

防災マップ 

防災関係機関連絡先一覧 

筆記用具 

ティッシュペーパー 

タオル 

ビニール袋 

現金（小銭） 

救急用品 

ラジオ 

携帯電話充電器 

笛          等 

※リュックサックや斜め掛けバッグ等に常備し、いつでも持ち出せるようにしておき

ましょう。 

※乳児担当者の持ち出し品が多くなる場合も想定されるので、持ち出し品を準備する

際、量を確認して持ち出す担当者を決めておきましょう。 

  ※上記を参考に各園で必要な物を準備してください。 
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４ 地震発生後の対応 

（１） いろいろな保育場面等に応じた対応マニュアルの作成〈２９ページ～〉 

園児の生命を守るため、いろいろな保育場面に応じた地震・津波発生時の対応

マニュアルを作成し、全保育者等で共通理解しておくことが重要です。 

次ページ以降に示す例をもとに、以下の点に留意し、各園の実態に応じた対応

マニュアルを作成しましょう。 

○津波の想定到達時間が早い場合 

○個別の支援が必要な園児がいる場合 

○園長・所長が不在の場合 

○保育者等数が少ない時間帯の場合 

○液状化の恐れがある地域の場合 

○雨天の場合   

○避難している間の過ごし方 等 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイント 

  園児を安全、迅速に避難させるためには、建物やブロック塀の

倒壊、飛散ガラス等から足を守ることが大切です。そのため、避

難訓練で上履きのまま避難させたり、日頃から靴を素早く履いた

りする練習をしておくことも大切です。 
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園児の安全確保 

園庭等の安全な 

場所へ避難 

 

避難場所決定と指示 

★津波危険地域は迅

速な避難を最優先 

揺れがおさまる 

避難後の対応 

保護者への連絡 

保護者への引き渡し 

〈３７、３８ページ〉 

・人員点呼と安否の確認 
・負傷者の確認と応急手当 
・園長・所長等不在時 

園長・所長等と連絡を取り合

い対応する 
・関係機関への連絡〈11、12 ページ〉

・引き渡しカードを準備 
・保護者と連絡がとれない場合

は、各園（避難場所）で保護す

る 

・的確な指示 
 「頭を守って」 
 「園庭に出ます」 
・安全が確認できるまでその場を

動かないように指示 
・避難経路・避難場所の安全確認

・ハンドマイク等で避難指示 

地地震震発発生生！！  

津津波波発発生生！！  

指定避難場所へ 

・出口の確保 
・的確な指示 
 「しゃがんで」 
 「机の下にもぐって」 
 「頭を守って」 
 「先生がいるから大丈夫」 
 「先生のそばにおいで」 
・保育室等では、毛布、防災頭巾

等身近な物で頭部を保護させ、

落下物のない場所に集める 
・火災など二次災害の防止 

・机等の下にもぐらせる 
・幼児は、防災頭巾等で頭

部を保護し、姿勢を低く

させる 
・乳児は、保育者等が抱き

かかえ、毛布などで頭部

及び上半身を保護する 
・保育者等のそばに集め 
 る 
・パニックを起こさない 
ように、声をかけ安心さ

せる 

・避難誘導、負傷者搬送な

ど、地域住民等の協力・

連携 
・安心させるよう声かけ 
をする 

・不安を抱いている園児 
には、そばに寄り添って

行動する 
・園児の健康状態に気を 
配りながら移動する 

全園児避難の指示 

・静かにさせる 
・身近な物で頭部を保護 
し避難させる 

・園児を移動させる時は、おんぶ

ひもや避難車等、園児に応じた

手段で避難する 
・トイレ、保育室、ホール等の隅

に園児が残っていないか確認

する 
・人員を確認、安全な場所に誘導

し、落ち着かせる 
・出席簿（園児の確認）、引き渡

しカードの携帯 

保育室等での対応 

預かり・延長保育時の対応 
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園児の安全確保 

揺れがおさまる 

避難後の対応 

保護者への連絡 

保護者への引き渡し 

〈３７、３８ページ〉 

保育者等の対応  園児への対応・留意点 

地地震震発発生生！！  

津津波波発発生生！！  

・机等の下にもぐらせる 
・幼児は、防災頭巾等で頭

部を保護し、姿勢を低く

させる 
・乳児は、保育者等が抱き

かかえ、毛布などで頭部

及び上半身を保護する 
・保育者等のそばに集め 
 る 
・パニックを起こさない 
ように、声をかけ安心さ

せる 

・的確な指示 
 「しゃがんで」 
 「頭を守って」 
 「先生がいるから大丈夫」 
 「先生のそばにおいで」 
・落下物のない場所に集め、頭部

を保護させる 
・固定遊具の上で動けなくなっ 

ている園児は、急いで降ろす 

・人員点呼と安否の確認 
・負傷者の確認と応急手当 
・園長・所長等不在時 

園長・所長等と連絡を取り合

い対応する 
・関係機関への連絡〈11、12 ページ〉

・引き渡しカードを準備 
・保護者と連絡がとれない場合

は、各園（避難場所）で保護す

る 

全園児避難の指示 

・静かにさせる 
・身近な物で頭部を保護 
し避難させる 

・避難誘導、負傷者搬送な

ど、地域住民等の協力・

連携 
・安心させるよう声かけ 
をする 

・不安を抱いている園児 
には、そばに寄り添って

行動する 
・園児の健康状態に気を 
配りながら移動する 

園庭での対応 

指定避難場所へ 

園庭等の安全な 

場所へ避難 

 

避難場所決定と指示 

★津波危険地域は迅

速な避難を最優先 

・園児を移動させる時は、おんぶ

ひもや避難車等、園児に応じた

手段で避難する 
・人員を確認、安全な場所に誘導

し、落ち着かせる 
・出席簿（園児の確認）、引き渡

しカードの携帯 

・的確な指示 
 「部屋の中にいる人は出ておい

で」 
 「頭を守って」 
 「大丈夫よ、安心して」 
・安全が確認できるまでその場 

を動かないように指示 
・園舎内（トイレ、保育室、ホー

ル等）や園庭の隅に園児が残っ

ていないか確認する 
・避難経路・避難場所の安全確認

・ハンドマイク等で避難指示 
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園児の安全確保 

揺れがおさまる 

避難後の対応 

保護者への連絡 

・人員点呼と安否の確認 
・負傷者の確認と応急手当 
・園長・所長等不在時 

園長・所長等と連絡を取り合

い対応する 
・関係機関への連絡〈11、12 ページ〉

保育者等の対応  園児への対応・留意点 

・引き渡しカードを準備 
・保護者と連絡がとれない場合

は、各園（避難場所）で保護す

る 

地地震震発発生生！！  

津津波波発発生生！！  

・出口の確保 
・的確な指示 
 「布団をかぶって」 
 「頭を守って」 
 「大丈夫、先生がいるよ」 
・保育室等では、布団、毛布等身

近な物で頭部を保護させ、落下

物のない場所に集める 
・火災など二次災害の防止 

・幼児は、布団にもぐり頭

部を保護させる 
・乳児は、保育者等が抱き

かかえ、布団等で頭部及

び上半身を保護する 
・寝ている園児を起こす 
・保育者等のそばに集め 
 る 
・パニックを起こさない 
ように、声をかけ安心さ

せる 

全園児避難の指示 

・静かにさせる 
・身近な物で頭部を保護 
し避難させる 

指定避難場所へ 

昼寝時の対応 

園庭等の安全な 

場所へ避難 

 

避難場所決定と指示 

★津波危険地域は迅

速な避難を最優先 

・的確な指示 
 「布団から出なさい」 
 「大丈夫よ、出ておいで」 
 「頭を守って」 
 「園庭に出ます」 
・安全が確認できるまでその場を

動かないように指示 
・避難経路・避難場所の安全確認

・ハンドマイク等で避難指示 

・園児を移動させる時は、おんぶ

ひもや避難車等、園児に応じた

手段で避難する 
・トイレ、保育室、ホール等の隅

に園児が残っていないか確認

する 
・人員を確認、安全な場所に誘導

し、落ち着かせる 
・出席簿（園児の確認）、引き渡

しカードの携帯 

保護者への引き渡し 

〈３７、３８ページ〉 

・避難誘導、負傷者搬送な

ど、地域住民等の協力・

連携 
・安心させるよう声かけ 
をする 

・不安を抱いている園児 
には、そばに寄り添って

行動する 
・園児の健康状態に気を 
配りながら移動する 
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園児の安全確保 

揺れがおさまる 

保護者への連絡 

保育者等の対応  園児への対応・留意点 

地地震震発発生生！！  

津津波波発発生生！！  

安全確認 

園へ連絡 

避難後の対応 

・的確な指示 
 「しゃがんで」 
 「頭を守って」 
 「大丈夫、先生がいるから安心

して」 
・地形や状況を判断し、落下物の

ない場所に集め、頭部を保護さ

せる 
・交通機関等を利用している場合

は、乗務員の指示に従う 

・幼児は、頭部を保護し、

姿勢を低くさせる 
・乳児は、保育者等が抱き

かかえ、頭部及び上半身

を保護する 
・保育者等のそばに集め 
 る 
・パニックを起こさない 
ように、声をかけ安心さ

せる 

・避難誘導、負傷者搬送な

ど、周辺の方に協力を求

める 
・安心させるよう声かけ 
をする 

・不安を抱いている園児 
には、そばに寄り添って

行動する 
・園児の健康状態に気を 
配りながら移動する 

・園に帰ることが危険と 
判断される場合は、安全

な避難場所に待機し、総

括本部（所長・園長等）

と連絡を取り合う 

最寄りの安全な場所

へ避難 

★津波の恐れがある

場合は高台等へ 

全園児避難の指示 

・静かにさせる 
・身近な物で頭部を保護 
し避難させる 

散歩時等、園外

に出かけるときは

非常持ち出し品を

携帯しましょう。 

避難場所決定と指示 

★津波危険地域は迅

速な避難を最優先 

※遠足等の園外活動時の対応については、事前に避難場所等の確認をし、

保護者にも知らせておきましょう。 

散歩時等の対応 

・人員点呼と安否の確認 
・負傷者の確認と応急手当 
・総括本部（所長・園長等）に状

況を報告し、対応を決定する 

・人員を確認し、最寄りの安全な

場所に避難誘導する 
・落下物、飛散ガラス等から身を

守るよう指示 
・地割れした道路、倒れた電柱、

垂れ下った電線等に近づかな

いように指示 

・的確な指示 
 「先生のそばにおいで」 
 「けがをした人はいませんか」

 「頭を守って」 
・安全が確認できるまでその場を

動かないように指示 
・最寄りの避難場所を選定する 
・避難経路・避難場所の安全確認

保護者への引き渡し 

〈３７、３８ページ〉 

・保護者に状況を伝える 
・引き渡しカードを準備 
・保護者と連絡がとれない場合

は、避難場所で保護する 
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園児の安全確保 

揺れがおさまる 

避難後の対応 

保護者への連絡 

・人員点呼と安否の確認 
・負傷者の確認と応急手当 
・園長・所長等不在時 

園長・所長等と連絡を取り合

い対応する 
・関係機関への連絡〈11、12 ページ〉

保育者等の対応  園児への対応・留意点 

地地震震発発生生！！  

津津波波発発生生！！  

・的確な指示 
 「プールから上がりなさい」 
 「プールのふちにつかまって」

 「先生のそばにおいで」 
・プールから園児を出す 
・プールサイドにしゃがます 
・バスタオル等で身体を保護さ 

せる 
・園児がプール内に残っていな 

いか確認をする 

・出られない園児をプール

から出す 
・幼児は、バスタオル等で

頭部を保護し、姿勢を低

くさせる 
・乳児は、保育者等が抱き

かかえ、バスタオル等で

頭部及び上半身を保護

する 
・保育者等のそばに集め 
 る 
・パニックを起こさない 
ように、声をかけ安心さ

せる 

全園児避難の指示 
・静かにさせる 
・バスタオル等で頭部を保

護し避難させる 

指定避難場所へ 

プール・水遊び中の対応 

津波のため水着

のまま避難したと

きは、毛布や非常

用保温シート等で

身体を保護しまし

ょう。 

・園児を移動させる時は、おんぶ

ひもや避難車等、園児に応じた

手段で避難する 
・人員を確認、安全な場所に誘導

し、落ち着かせる 
・出席簿（園児の確認）、引き渡

しカードの携帯 

・引き渡しカードを準備 
・保護者と連絡がとれない場合

は、各園（避難場所）で保護す

る 

園庭等の安全な 

場所へ避難 

 

避難場所決定と指示 

★津波危険地域は迅

速な避難を最優先 

・的確な指示 
 「大丈夫、先生がいるから」 
 「頭を守って」 
 「先生のそばにおいで」 
 「園庭に行きます」 
・安全が確認できるまでその場を

動かないように指示 
・避難経路・避難場所の安全確認

・ハンドマイク等での避難指示 

保護者への引き渡し 

〈３７、３８ページ〉 

・避難誘導、負傷者搬送な

ど、地域住民等の協力・

連携 
・安心させるよう声かけ 
をする 

・不安を抱いている園児 
には、そばに寄り添って

行動する 
・園児の健康状態に気を 
配りながら移動する 
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園児の安全確保 

揺れがおさまる 

保護者への連絡 

保育者等の対応  園児への対応・留意点 

・引き渡しカードを準備 
・保護者と連絡がとれない場合

は、各園（避難場所）で保護す

る 

地地震震発発生生！！  

津津波波発発生生！！  

安全確認 

園へ連絡 

避難後の対応 

・地形や状況を判断し、崩落や落

下物等の恐れがない安全な場

所にバスを停める 
・的確な指示 
 「頭を守って」 
 「先生がいるから安心して」 

・身近な物で頭部を保護

し、姿勢を低くさせる 
・保育者等のそばに集め 
 る 
・パニックを起こさない 
ように、声をかけ安心さ

せる 

・避難誘導、負傷者搬送な

ど、周辺の方に協力を求

める 
・安心させるよう声かけ 
をする 

・不安を抱いている園児 
には、そばに寄り添って

行動する 
・園児の健康状態に気を 
配りながら移動する 

・園に帰ることが危険と 
判断される場合は、安全

な避難場所に待機し、総

括本部（所長・園長）と

連絡を取り合う 

全園児避難の指示 

・静かにさせる 
・身近な物で頭部を保護 
し避難させる 

最寄りの安全な場所

へ避難 

 

避難場所決定と指示 

★津波危険地域は迅

速な避難を最優先 

・通園バス運行経路の防災マップ 
・乗車する園児の名簿 
を携帯しましょう。 

通園バス乗車中の対応 

・的確な指示 
 「けがをした人はいませんか」

 「頭を守って」 
 「あわてないで、大丈夫よ」 
・安全が確認できるまでその場 

を動かないように指示 
・最寄りの避難場所を選定する 
・避難経路・避難場所の安全確認

・落下物、飛散ガラス等から身を

守るよう指示 
・地割れした道路、倒れた電柱、

垂れ下った電線等に近づかな

いように指示 
・人員を確認し、避難誘導する 

・人員点呼と安否の確認 
・負傷者の確認と応急手当 
・総括本部（所長・園長等）に状

況を報告し、対応を決定する 

保護者への引き渡し 

〈３７、３８ページ〉 
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安全確保 

揺れがおさまる 

関係機関への報告 

〈１１、１２ページ〉 

保育者等の対応 保護者と園児の対応・留意点 

地地震震発発生生！！  

津津波波発発生生！！  

＜徒歩・自転車の場合＞ 
・頭部及び上半身を保護し、姿

勢を低くする 
・建物、ブロック塀、窓ガラス、

自動販売機等から離れる 
＜車の場合＞ 
・車を路肩に寄せて停車させる

・津波危険地域では、津波警報

が解除され、安全が確認でき

るまで避難場所等を動かな

い 

・揺れがおさまったら、近くの

空き地や公園に避難する 
・津波危険地域では、高台や十

分な強度と安全な高さのあ

る建物に素早く避難する 
・山間部では、がけ崩れや土砂

崩れ等に注意し移動する 
・キーをつけたまま、車から降

りて避難する 

園児等に関する 

情報の集約 

災害発生時には保護者と連絡が取りにくくなりま

す。各家庭が決めている避難場所について、各園も確

認しておきましょう。 

登園・降園中の対応 

園庭等の安全な 

場所へ避難 

 

避難場所決定と指示 

★津波危険地域は迅

速な避難を最優先 

・園児が園内に残っていな

いか確認する 
・可能な限りで園近辺を見

回り安否確認をする 
・園児がいた場合は、保護

者も一緒に園庭へ避難さ

せる 

指定避難場所 

↓ 

保護者への引き渡し 

・指定避難場所への避難か

ら保護者への引き渡しま

での保育者等の対応につ

いては、２９ページを参

照 

情報の集約 
・園児、保育者等の被災状

 況 
・園児の避難状況 
・園の被災状況  等 
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安全確保 

避 難 

揺れがおさまる 

保育所・幼稚園等へ

参集 

園児等に関する 

情報の集約 

関係機関への報告 

〈１１、１２ページ〉

・園児と保護者の安否確認を

する 
・保育者等の安否確認をする 
・園舎や園周辺の被害状況の

確認をする 

情報の集約 
・園児、保育者等の被災状況 
・園児の避難状況 
・園の被災状況  等 

保育者等の対応 保護者と園児の対応・留意点 

・自分自身の安全を確保する 
・家族の無事を確認する 
・家族の安否確認後、園や指

定されている避難場所に参

集する 

地地震震発発生生！！  

津津波波発発生生！！  

園児・保育者等の 

安否確認 

自宅・避難所等 
 

被害状況の把握 

・指定されている避難場所へ

避難する 
・身近な物で頭部を保護し避

難する 
・津波危険地域では、高台や

十分な強度と安全な高さの

ある建物に素早く避難する

・津波危険地域では、津波警

報が解除され、安全が確認

できるまで避難場所等を動

かない 

安否等の園への

連絡方法につい

て、事前に保護者

と申し合わせて

おくことが大切

です。 

保育者等の参集基準については 
８～１０ページ参照 

休日・夜間等の対応 

＜自宅等にいる場合＞ 
・頭部及び上半身を保護し、

姿勢を低くする 
＜徒歩・自転車の場合＞ 
・頭部及び上半身を保護し、

姿勢を低くする 
・建物、ブロック塀、窓ガラ

ス、自動販売機等から離れ

る 
＜車の場合＞ 
・車を路肩に寄せて停車させ

る 
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災害用伝言ダイヤル等の利用方法につい

ては、平時より確認しておきましょう。 
〈３９～４０ページ参照〉 

（２）保護者への引き渡し 

① 保護者への引き渡し（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き渡しの実施 

（下記参照） 

保護者への連絡 

・あらかじめ定めた方法で 

時間、場所を知らせる 

・保護者不在の園児等への 

配慮 

・伝言ダイヤル「１７１」 

の利用       等 

・引き渡しカードにより 
確認し、引き渡す 

・カードに保護者、保育者等

双方の署名をする 
 

（１） 園児は、園庭または避難場所に集合させる。保護者は指定の場所で待機しても

らう。 
（２） ハンドマイク等の指示で引き渡し開始 

・ 引き渡しカードをもとに引き取り者を確認し、園児を引き渡す。 
・ 兄弟姉妹がいる場合は、低年齢の園児から引き渡す。 
・ 負傷した園児については、状況を保護者に説明し引き渡す。 
・ 行方不明の園児の保護者には、所長・園長が対応する。 

（３）保護者への連絡がとれない場合、園児を引き続き保護する。 
その場合、園児の心のケアを心がける。 

・連絡網等による連絡 
・情報確認、情報提供 
 「１７１」 
 「web１７１」 
  「i Menu」  
 「メール」 等 

被害状況把握 

周辺の状況把握 

・施設の被害状況の確認 

・安全確認、危険箇所の立入

禁止措置 

・通園路とその周辺の被害状

況把握   

・園周辺の家屋等の損壊、交

通機関等の状況把握 

降園等の判断 

※正確な情報を

もとに安全を

確認後 

引き渡す 

保育者等の対応 保護者等の対応・留意点 

家庭で引き取り者の優

先順位を決めておき、園

も把握しておく 

・引き取りに指定の場所

へ 
・カードに署名をする 
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（３）緊急時の通信手段 

     大災害が発生すると、安否確認や問い合わせなどの電話が爆発的に増加し、電

話がつながりにくい状況が続きます。そのため、緊急時の通信手段についてさま

ざまな方法を事前に確認し、準備しておくことが大切になります。 

 

◆ 災害伝言ダイヤル「１７１」 

   ＮＴＴ災害伝言ダイヤルは、地震等の災害の発生時に、被災地への通信が増

加し、電話がつながりにくい状況になった場合にサービスが稼働されます。 

   地震発生後にテレビやラジオなどで、「１７１」サービス開始の報道があり、

その後利用することができます。事前契約は不要で、あらゆる電話での利用が

可能です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 災害用ブロードバンド伝言板 

   このサービスは、災害等発生時、被災地域の居住者がインターネットを経由

して伝言板サイトにアクセスし、電話番号をキーとして伝言情報の登録が可能

なサービスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【伝言の録音】 

「１７１」にダイヤルする 
↓ 

ガイダンスが流れる 
↓ 

１ を押す 
↓ 

ガイダンスが流れる 
↓ 

園の電話番号を市外局番から 
ダイヤルする 

↓ 
メッセージを録音する（30 秒以内）

 
【伝言の再生】 

「１７１」にダイヤルする 
↓ 

ガイダンスが流れる 
↓ 

２ を押す 
↓ 

ガイダンスが流れる 
↓ 

園の電話番号を市外局番から 
ダイヤルする 

↓ 
メッセージを再生する 

災害用伝言ダイヤル「１７１」 

 
【伝言の録音】パソコンや携帯電話などから https://www.web171.jp/  へア

クセスし、電話番号をキーに伝言を「登録」する。 
【伝言の閲覧】https://www.web171.jp/ へアクセスし、電話番号及びパスワ

ードを入力して閲覧する。 

災害用ブロードバンド伝言板「ｗeb１７１」 
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◆ ｉモード災害伝言板 

   ｉモード災害伝言板には、ｉモードサービスを利用して安否情報等を登録す

ることができます。登録されたメッセージは、ｉモードサービスまたはインタ

ーネットを利用して、全国から確認することが可能です。（パケット通信料がか

かります） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆ 災害用伝言体験利用 

   災害時以外にも、災害用伝言ダイヤル（１７１）「体験利用日」が設定されて

います。実際に災害が起きたとき活用できるように、この期間に体験しておき

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【メッセージの登録】i Menu のトップに表示される「災害伝言板」の「登録」

を選択します。現在の状態について「無事です。」等の４

つの中から選択します。任意で 100 文字以内のコメント

を入れることが可能です。（コメントのみの利用も可能）

【メッセージの確認】i Menu のトップに表示される「災害伝言板」の「確認」

を選択します。安否を確認したい人の「携帯電話番号を

入力」し、「検索」を押します。 
※ https://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi からも確認することができます。 

災害用伝言板サービス「i モード」 

 
【体験利用日】 
 ・毎月１日及び 15 日（0:00～24:00） 

 ・正月三が日（1月 1日 0:00～1 月 3 日 24:00） 

 ・防災週間（8月 30 日 9:00～9 月 5 日 17:00） 

・防災とボランティア週間（1月 15 日 9:00～1 月 21 日 17:00） 

 

【提供条件】 

 ・伝言録音時間：30 秒 

 ・伝言保存期間：6時間 

 ・伝言蓄積数：10 伝言 

災害用伝言 体験利用 

○最悪の場合、通信手段がいずれも使用できなくなることが考えられます。特に停電

になった場合、電源が必要な手段はすべて使用できなくなります。 

携帯電話の充電器（電池・ソーラー・手動）を準備しておきましょう。 
 

○通信手段については、最新の情報を把握し、利用方法等を確認しておきましょう。
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５ 災害時における心のケア 

（１）園児の心のケア  

   災害が発生し、園児に強いストレスが加わると、心身に不調を生じることがありま

す。そのため、災害発生直後から、早期の心のケアが必要となります。園児に適切な

支援を行うためには、専門機関や医療機関等と連携することも重要です。 
 
◆ 園児の心のケアについて① 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肉親を失う・家屋に被害等

回 復 

ＰＴＳＤ 

（心的外傷後ストレス障害） 

 

・災害の光景の夢を何回も見る 

・恐ろしい体験に関係した事柄をさけようとする

・興味の減退、物忘れ、集中力の欠如等が起こる

・孤立傾向が強まり、神経質になる 

・頭痛、腹痛、食欲不振等の生理的反応が生じる

・よく眠れない 

  

保育者等 の 対 応 保育者等 の 対 応 

強いストレス 

（心の傷） 

医師・カウンセラー等の 

専門家に相談 

希望が持てるような 
具体的な声がけをする 

地地震震発発生生！！  
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◆ 園児の心のケアについて② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害から２～３日 
急性反応期 

災害から１週間程度

身体反応期 

災害から１か月程度

精神症状期 

災害から１か月以後 
心的外傷後ストレス

障害（ＰＴＳＤ） 

災害から数か月後 
遅発性ＰＴＳＤ 

・不安と恐怖を強く訴え、

抑うつ、不安感、絶望感、

過活動等、著しく重い症

状が現れる 

・頭痛、腹痛、吐き気等の

身体的症状が現れる 

・集中力がなくなる、うつ

状態、あるいは、躁うつ

の両面が交互に現れるな

どの精神的症状が現れる

・災害の光景の夢を何回 

も見る 

・恐ろしい体験に関係した

事柄を避けようとする 

・興味の減退、集中力の欠

如等が起こる 

・神経が過敏になり、いら

いらしやすい 

・頭痛、腹痛、食欲不振等

の生理的反応が生じる 

・よく眠れないなどの症状

が現れる 

・園児の話をしっかり聞き、

共感的に受けとめる 
・元の状態に必ず戻るとい 
うことを伝え、安心させる

     症  状      対  応 

・数か月後にＰＴＳＤの症

状が現れる 

・園児の安全を確保できる 
場所や状況の確保 

・外傷等の手当 
・食料品等の確保 

・身体検査等の実施による 
必要な処置 

・やさしい言葉かけや抱き 
しめるなどし、安心させる

・元の状態に必ず戻るとい 
うことを伝え、安心させる

アニバーサリー反応 ・災害が発生した日が近づ

くと、不安定になるなど、

種々の反応が表れる 

・早期に、医師やカウンセラ

ー等の専門家の受診を勧

める 
・園児の話をしっかり聞き、

共感的に受けとめる 
・元の状態に必ず戻るとい 
うことを伝え、安心させる

・友達と遊んだり話したり 
する機会をつくる 

・保護者等と連携して、日 
ごろから園児を観察し、症

状が現れた時は話を聞く

など、安心させる 
・医師やカウンセラー等の 
専門家の受診を勧める  

・保護者等との連携により、

園児の不安を少なくする 

災害後、園児に現れる可能性のある症状とその対応 

地地震震発発生生！！  
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（２）保育者等の心のケア 

災害は園児を守る保育者等にとっても強いストレスとなります。園児の心のケアに

は、周囲にいる保育者等がまず精神的に安定していることが大切です。 
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「子どもの心のケアのために―災害や事件・事故発生時を中心に―」より抜粋 

（文部科学省平成 22 年 7 月発行） 

 

 

 

 

 

文部科学省のホームページに「子どもの心のケアのためにー災害や事件・事故発

生時を中心にー」が掲載されていますので、災害発生時、園児や保育者等に効果的な

心のケアを行うために活用してください。 

※文部科学省ホームページより 
 「子どもの心のケアのために」と入力し、検索をクリックしてください。 
  ＵＲＬ http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1297484.htm  
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上記の資料については，高知県危機管理部南海地震対策課のホームページに 
データが掲載されています。 

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/010201/keihatu-kyouiku.html 

保育者・保護者等の研修用 

防災学習教材 

今から備えよう 

震度・津波高 

津波から身を守ろう 

地域との連携 



1

高知県 高知市 ７ ７ ７ ７ ７ ７ ６強
高知県 室戸市 ７ ６強 ７ ６強 ７ ７ ６強
高知県 安芸市 ７ ７ ７ ６強 ６強 ７ ６強
高知県 南国市 ７ ７ ７ ７ ６強 ７ ６強
高知県 土佐市 ７ ７ ７ ７ ６強 ７ ６強
高知県 須崎市 ７ ７ ７ ７ ６強 ７ ６強
高知県 宿毛市 ７ ７ ７ ７ ６強 ７ ６強
高知県 土佐清水市 ７ ６強 ７ ７ ６強 ７ ７
高知県 四万十市 ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７
高知県 香南市 ７ ７ ７ ７ ６強 ７ ６強
高知県 香美市 ６強 ７ ６強 ６強 ６強 ７ ６弱
高知県 東洋町 ６強 ６強 ７ ７ ７ ７ ６強
高知県 奈半利町 ７ ７ ７ ７ ７ ７ ６強
高知県 田野町 ７ ７ ７ ７ ７ ７ ６強
高知県 安田町 ７ ７ ７ ７ ７ ７ ６強
高知県 北川村 ７ ７ ７ ７ ７ ７ ６強
高知県 馬路村 ６強 ６強 ６強 ６弱 ６強 ６強 ６弱
高知県 芸西村 ７ ７ ７ ７ ６強 ７ ６強
高知県 本山町 ６弱 ７ ６弱 ６弱 ６強 ７ ６弱
高知県 大豊町 ６強 ７ ６強 ６強 ６強 ７ ６弱
高知県 土佐町 ６弱 ７ ６弱 ６弱 ６強 ７ ６弱
高知県 大川村 ６弱 ６強 ６弱 ６弱 ６強 ６強 ５強
高知県 いの町 ６強 ７ ６強 ６強 ６強 ７ ６強
高知県 仁淀川町 ６弱 ６強 ６弱 ６弱 ６強 ６強 ５強
高知県 中土佐町 ７ ７ ７ ７ ６強 ７ ７
高知県 佐川町 ７ ７ ６強 ７ ６強 ７ ６強
高知県 越知町 ６弱 ６強 ６弱 ６強 ６強 ６強 ６強
高知県 梼原町 ６弱 ７ ６弱 ６弱 ６強 ７ ５強
高知県 日高村 ６強 ７ ６強 ６強 ６強 ７ ６強
高知県 津野町 ６強 ７ ６強 ６強 ６強 ７ ６弱
高知県 四万十町 ７ ７ ７ ７ ６強 ７ ７
高知県 大月町 ６強 ６弱 ６強 ７ ６強 ７ ６強
高知県 三原村 ６強 ６強 ６強 ７ ６強 ７ ６強
高知県 黒潮町 ７ ７ ７ ７ ６強 ７ ６強

都道府県名 市区町村名 基本ケース 陸側ケース 東側ケース 西側ケース 経験的手法
最大クラス
(最大値）

中央防災会議
(2003)

  

平成 24 年 3 月 31 日、内閣府の有識者検討会が公表した高知県の市町村別の最大となる

震度及びケース別最大津波高は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高 

「南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高について（第一次報告）」巻末資料より抜粋

市町村別の最大となる震度
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市町村別ケース別　最大津波高（満潮位・地殻変動考慮）

ケース① ケース② ケース③ ケース④ ケース⑤ ケース⑥ ケース⑦ ケース⑧ ケース⑨ ケース⑩ ケース⑪ 最大クラス 中防（2003）
（ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ）

都道府県名 市区町村名

高知市 9.6 9.4 12.9 14.7 11.8 9.6 9.4 9.3 13.0 8.9 13.7 14.7 9.7
室戸市 13.7 18.1 20.7 17.3 13.4 13.7 18.1 18.1 19.5 20.6 24.9 24.9 13.2
安芸市 10.9 10.6 10.6 14.9 14.3 10.9 10.4 9.9 10.6 13.9 13.4 14.9 8.8
南国市 8.1 7.9 12.2 16.2 12.9 8.1 7.9 7.9 12.4 9.5 13.4 16.2 9.8
土佐市 13.4 13.1 19.5 21.9 17.3 13.4 13.1 13.1 19.5 12.0 19.3 21.9 10.9
須崎市 15.0 14.7 19.3 23.9 21.2 15.0 14.7 14.6 19.4 13.0 20.7 23.9 12.3
宿毛市 8.9 9.7 13.0 13.3 20.0 8.9 9.7 9.7 12.9 10.5 21.0 21.0 6.0
土佐清水市 12.4 13.9 21.4 22.7 31.3 12.3 13.9 13.9 21.4 20.9 31.8 31.8 12.4
四万十市 14.6 14.3 12.8 23.1 26.7 14.6 14.3 14.2 12.7 18.3 17.7 26.7 14.4
香南市 8.0 7.6 12.3 15.1 13.3 7.8 7.5 7.3 12.4 9.7 13.1 15.1 7.5
安芸郡東洋町 7.2 11.3 16.1 15.4 7.4 6.9 11.5 11.4 16.4 12.4 18.4 18.4 9.9
安芸郡奈半利町 8.1 8.4 10.8 11.7 11.7 8.3 8.7 9.2 12.6 8.5 12.0 12.6 7.6
安芸郡田野町 8.6 8.6 11.5 11.5 8.5 8.5 8.5 9.5 9.6 8.2 10.0 11.5 6.4
安芸郡安田町 9.4 8.1 9.9 11.6 9.9 9.4 7.8 8.5 8.6 7.8 8.9 11.6 6.2
安芸郡芸西村 9.2 9.8 12.3 15.4 14.7 9.0 10.0 10.0 12.4 12.6 13.3 15.4 9.3
高岡郡中土佐町 13.1 12.8 17.4 22.2 21.4 13.1 12.8 12.7 17.4 11.3 17.7 22.2 11.8
高岡郡四万十町 11.3 11.0 17.2 25.4 24.2 11.3 11.1 11.0 17.3 23.1 18.4 25.4 17.0
幡多郡大月町 10.4 12.2 18.2 17.4 20.8 10.4 12.2 12.2 18.1 17.3 25.8 25.8 12.8
幡多郡黒潮町 18.0 17.6 21.4 34.4 34.3 17.9 17.6 17.5 21.5 20.5 26.5 34.4 14.1

高知県

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ケース①「駿河湾～紀伊半島沖」に大すべり域を設定 

ケース②「紀伊半島沖」に大すべり域を設定 

ケース③「紀伊半島沖～四国沖」に大すべり域を設定 

ケース④「四国沖」に大すべり域を設定 

ケース⑤「四国沖～九州沖」に大すべり域を設定 

ケース⑥「「駿河湾～紀伊半島沖」に大すべり域＋分岐断層（すべり量は大すべり域と同じ） 

  ケース⑦「紀伊半島沖」に大すべり域＋分岐断層（すべり量は大すべり域と同じ） 

  ケース⑧「駿河湾～愛知県東部沖」と「三重県南部沖～徳島県沖」に大すべり域を設定 

  ケース⑨「愛知県沖～三重県沖」と「室戸岬沖」に大すべり域を設定 

  ケース⑩「三重県南部沖～徳島県沖」と「足摺岬沖」に大すべり域を設定 

  ケース⑪「室戸岬沖」と「日向灘」に大すべり域を設定 

 

「南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高について（第一次報告）」の詳細

は、下記のホームページに掲載されています。 

 

※内閣府ホームページ 

 「南海トラフの巨大地震モデル検討会」 

http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/nankai_trough/nankai_trough_top.html 

「南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高について（第一次報告）」巻末資料より抜粋
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2.11.1

「南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高について（第一次報告）」巻末資料より抜粋
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2.11.2

2.11.3

「南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高について（第一次報告）」巻末資料より抜粋
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日ごろ こんにちは

こんにちは

津波避難訓練時

災害時要援護者への支援
　近所に、自力で避難できなかったり、避難の判断や情報収集
が困難な方がいる場合、普段のお付き合いを通じて、できるだ
け状況を把握しておきましょう（高齢者、障害者、傷病者、妊産婦、
乳幼児、外国人等）。
　南海地震のような大き
な災害が起こった場合、
こうした方が被害に遭い
やすい傾向にあるので、
日頃から地域で話し合っ
ておきましょう。

防災掲示板

■波浪と津波の大きな違い

波高波長
堤防を越える
水の量が少ない

海面

波浪は海面が風等によって波打つ現象波浪

津波の高さ
大量の水が
押し寄せる

海面

津波は海底から海面までの海水全体が動く（波長が長い）津波

オレの力は、
すごいザブーン！

第1波よりも第2波が
大きくなることもあるよ

何回も襲ってくる何回も襲ってくる

川も水路も溢れながら
さかのぼる

川も水路も溢れながら
さかのぼる

津波は揺れ始めから
早いところで3分程度で

やって来る

高くて

より高い
ところへ
逃げろ

1）津波を正しく理解しよう

2 津波から身を守る　　 ●キーワード●
「とにかく早く　より　高い所へ」
●キーワード●
「とにかく早く　より　高い所へ」

■津波の特徴
●津波が押し寄せてくると、膝上の高さでも、人は立っていられません。
●津波の波長（波の山から山までの距離）は長いため、深海ほど速く伝わり、浅くなれば速度は遅くなり
ますが波高は高くなる性質があります。
●地震の発生位置や規模により、予想される到達時間や高さは違ってきます。
●第一波が最も大きいとは限りません。
●引き波で始まるとは限りません。
■津波の脅威
●津波は川をさかのぼり溢（あふ）れます。
●津波は広い道路を伝って広がります。
●平野部は注意が必要です。今回の東日本大震災では平野部で内陸に５㎞以上津波が遡上しています。
●須崎湾のようなＶ字湾などでは津波のエネルギーが湾の奥に集中し、波高が高くなることがあります。
●引き波は流れが強く、壊れた家や船などは沖に流されます。
●地球の反対側からでも津波は伝わり、被害を及ぼします。（チリ地震津波）
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津波から身を守ろう
　　揺れがおさまってきたらすぐに避難をしましょう。

　　  「来ないだろう」との思い込みは絶対にダメ！

　　とにかく早く少しでも高い場所へ！
　　  警報等が解除されるまで絶対に戻らない！
　　  避難場所・避難経路は事前に確認

避難するためには
　　地震発生時、みなさんはどこにいるかもわかりません。それぞれの場所で、まずは自分の身
を守りましょう。

　　大事な頭を守ろう
　　　　部屋にいる場合は丈夫なテーブルや机の下へ。
　　　　街中にいる場合は落下物に注意し、持ち物で頭を守り、安全な場所へ。

　　落ち着いて行動しよう
　　

      危険な場所には近づかない
　　　　ブロック塀や自動販売機などのそばには近寄らない。
　　　　土砂崩れなどの危険があるところには近寄らない。

ゆれたら
長い揺れや強い
揺れの後には必
ず津波が来ると
思ってください。

とにかく
津波警報や津波
注意報の発表を
待たず、身一つ
で。

いそいで
近くの高いとこ
ろへ早く逃げま
しょう。

 津波警報等が解除
 されるまで避難　
警報等が解除される
まで絶対に戻らない
でください。

まず自分の命は自分で守る



7 5

　地域津波避難計画は、住民の皆さんによって自分たちの地域ではどのように津波に備えるかを考え、ど
うすれば安全に避難できるかを決める計画です。
　市町村津波避難計画に記載されている避難対象地域でないかや、津波到達時間までに安全に避難できる
か、避難経路や避難場所の確認を行い、より安全を確保できる緊急避難場所や避難目標地点を設定するな
ど、地域の特性や実情を踏まえ、実効性の高い計画に作り上げるものです。
　具体的には、津波の到達時間や規模、浸水が予想されるエリアの地形や世帯数、地区の年齢構成など様々
な要素を考慮しながら、地域の皆さんが納得できるまで話し合いを行います。作成された地域津波避難計
画は、地域の特性によってさまざまな形がありますが、おおむね、次のような内容が記載されます。

津波避難計画図のイメージ
避難場所

避難可能距離

避難可能距離

避難可能距離

避難可能距離

避難可能距離

避難可能距離避難可能距離

高台

海  域
津波防災施設

海 　岸海　 岸

避難困難地域

この方向への避難は原則として×この方向への避難は原則として×

避難対象地域避難路（主要道路）

避難目標地点

避難ビルの指定

避難対象地域

避難路

★
危険箇所

★
危険箇所

★
危険箇所

★
危険箇所

★危険
箇所

　地域ごとの津波到達予測時間や、津波予測浸水深などを十分に理解し、想定外も想定し、避難経路や避
難場所を明らかにしておくことで、津波から早期に避難する意識を向上させることや、いざというときの
安全で円滑な避難の実効性を高める目的に作成されるものです。市町村が策定する総合的な津波避難計画
と、より具体的な地域における地域津波避難計画があります。　

　各市町村では、津波による人的被害を最小限に抑えるため、地域津波避難計画の策定を積極的に進めて
います。お住まいの地域が津波による浸水が心配される地域で、地域津波避難計画が策定されていない場
合は、策定の支援も行っていますので、お住まいの市町村または、高知県南海地震対策課までお気軽にご
相談ください。

1） 津波避難計画とは？

3） 地域津波避難計画をつくるためには？

2） 津波避難計画の内容は？

津
波
避
難
計
画
作
成

防
災
マ
ッ
プ
作
成

地
域
の
現
地
調
査

防
災
学
習
会
実
施

事
前
準
備

避
難
訓
練
実
施

策定までの
大まかな流れ

・浸水予想エリア

・津波到達予想時間

・避難場所

・避難経路

・避難時間

・危険箇所の表示等

2 津波から命を守るために津波避難計画をつくろう
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避 難 訓 練 !!

2

も
し
津
波
が
襲
っ
て
こ
な
く

て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
良
か

っ
た
と
思
わ
な
き
ゃ
ね
。

　津波の被害を軽減するためには、海岸の津波防波堤工
事なども重要です。しかし、それらの工事だけで津波の
被害を防ぐことはできません。想定外も想定し、命を守
るためにはまず逃げることです。

　津波避難計画ができたら、実際にその避難計画を試してみましょ
う。もっと高いところへの避難路は整備する必要はないか、避難に
必要な時間は計画通りかなどといったことを避難訓練によって試し
てみましょう。

　確実に逃げるためには、「どこまでが予想
浸水域か？」、「どこへ逃げれば安全か？」、「避
難場所への道のりや経路は？」、「災害時要援
護者の居住マップは？」等々、その地域の特
性を取り入れ、津波避難計画を立てておく必
要があるのじゃ。

逃げる計画をつくろう

計画を作っただけじゃダメ、実際にやってみよう

強
い
揺
れ
や
長
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
津
波
が

襲
っ
て
く
る
危
険
が
あ
る
の
じ
ゃ
。
す
ぐ
に
近

く
の
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
す
る
こ
と
が
津
波
か

ら
身
を
守
る
方
法
じ
ゃ
ぞ
！

東
日
本
大
震
災
で
は
岩
手
県
釜
石
市
沿
岸
部
の

小
中
学
校
９
校
の
生
徒
た
ち
の
多
く
が
避
難
し

無
事
だ
っ
た
の
じ
ゃ
。こ
れ
は
日
ご
ろ
か
ら「
揺

れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
自
分
の
判
断
と
教
師
の
指

示
で
す
ぐ
逃
げ
る
」
と
い
っ
た
訓
練
を
繰
り
返

し
て
い
た
か
ら
じ
ゃ
。

津
波
か
ら
命
を
守
る
に
は
ま
ず
逃
げ
る
こ
と

日
頃
の
訓
練
が
大
事
！！

津
波
は
も
の
す
ご
く
速

く
て
強
い
波
な
ん
だ
！

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、

と
に
か
く
早
く
逃
げ
る

こ
と
が
大
切
だ
よ
。

“普段やっていないことは、その時には絶対できない。”

い
ざ
と
い
う
と
き
す
ぐ
に
避

難
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、

実
際
に
体
を
動
か
し
て
何
度

も
避
難
訓
練
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
事
だ
ぞ
〜
。
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防災学習教材として活用できるゲーム等の紹介 
○：問い合わせ先  

※これらのゲーム等は，少数ですが，２つの課から貸出可能です。 

①高知県危機管理部南海地震対策課（０８８－８２３－９７９８） 

②高知県教育委員会事務局学校安全対策課(０８８－８２1－４５３３） 

＜あそぼうさいカルタ＞  

○：高知県危機管理部南海地震対策課 

 

 

※南海地震対策課のホームページより 

ダウンロードし，使用することがで 

きます。 
http://www.pref.kochi.lg.jp/~shoubou/sonaetegood/enjoy/carta.html 

＜防災ダック＞  ○：（社）日本損害保険協会 

No. 防災の

対象 

動物 声 コメント 

（下段はポーズ） 

メッセージ 

１ 地震 ダック ダック！ じしんのときは‥‥「ダック」

のポーズ 

まず あたまをまもろう。 

（じょうぶな つくえの 

したに もぐろう。） ＊両手に頭を乗せかがみ込む

２ 津波 チータ びゅーん つなみのときは‥‥「チータ」

のポーズ 

できるだけ 

たかいところまで 

はしろう。 ＊両手を早く振る 

３  タヌキ うっ かじのときは‥‥ 

「タヌキ」のポーズ 

ぬれたハンカチを 

くちに あてよう。 

両手に口をあてる 

「主に危険が書かれている表面・動物のポーズが描かれている裏面」 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大ナマジン防災すごろく＞ 

○：京都大学生協  

「大都市大震災軽減化特別プロジェクト」 

（文部科学省）成果物   
 

 

 

 

 

表
面

裏
面

＜「ぼうさい駅伝」＞   

○：（財）市民防災研究所



12

20 4



13

 
 
 
◆緊急対応ポケットマニュアルは，いざというときに必要な最小限の情報を記載した簡易

マニュアルです。自園にとって必要な内容を記載し，非常持ち出しバッグに入れておい

たり，教職員がポケットに入れて携行したりすることで，緊急時に活用することができ

ます。 
 
 〔ポケットマニュアルの作り方〕 

 
 
 

 
 
 

  谷折り    山折り 

 
 
 

 
 
 

  

 
 
 
 

緊急対応ポケットマニュアル 

(１) 緊急時に必要だと思う内容を精

選します。 
(２) B4・A3 等の紙を用意し８等分し

ます。 
(３) 精選した原稿を縮小コピー（手書

きでもよい）します。 
(４) 左図のように１～８の順に縮小

原稿を貼り付けます。 
※１～８の順に，必要な内容を手

書きしてもよい。 
(５) 原稿の完成です。 
(６) B4・A3 等の紙に必要枚数印刷し

ます。 
(７) 印刷した紙を８等分し，左図のよ

うに切れ目を入れます。 
 波線 → ✄ 切れ目 

(８) 切れ目を両側に開きながら，左図

のように折ります。 
山折り 
谷折り 

 
～ポケットマニュアルの完成です～ 

✄

○○○園 

 

緊急対応 

ポケットマニュアル 
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 【
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
登

録
】

i 
M

en
u
の
ト
ッ
プ
に
表
示
さ
れ
る

「
災

害
伝

言
板

」

の
「

登
録

」
を
選
択
し
ま
す
。
現
在
の
状
態
に
つ
い
て

「
無

事
で

す
。
」

等
の

４
つ

の
中

か
ら

選
択

し
ま

す
。

任
意

で
１

０
０

文
字

以
内

の
コ

メ
ン

ト
を

入
れ

る
こ

と
が
可
能
で
す
。
（
コ
メ
ン
ト
の
み
の
利
用
も
可
能
）

 
【
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
確

認
】

i 
M

en
u
の
ト
ッ
プ
に
表
示
さ
れ
る

「
災

害
伝

言
板

」

の
「

確
認

」
を
選
択
し
ま
す
。
安
否
を
確
認
し
た
い
人

の
「

携
帯

電
話

番
号

を
入

力
」

し
，
「

検
索

」
を

押
し

ま
す
。

 
 ※
「

ht
tp

s:/
/d

en
go

n.
do

co
m

o.
ne

.jp
/to

p.
cg

i」
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 

７
 

緊
急

時
の

通
信

手
段

 

  
 

             

  
 

 
 

 
           

 

                

 【
伝

言
の

録
音

】
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
 

ht
tp

s:/
/w

w
w.

w
eb

17
1.

jp
/ 

 へ
ア
ク
セ
ス
し
，
電
話
番
号
を

キ
ー
に
伝
言
を
「

登
録

」
す
る
。

 
【
伝

言
の

閲
覧

】
ht

tp
s:/

/w
w

w.
w

eb
17

1.
jp

/ 
へ

ア
ク

セ
ス

し
，

電
話

番
号

及

び
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
閲

覧
す
る
。

 

災
害

用
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

伝
言

板
「

ｗ
e
b
１

７
１

」
 

災
害

用
伝

言
板

サ
ー

ビ
ス

「
i
モ

ー
ド

」
 

【
伝

言
の

再
生

】
 

「
１

７
１

」
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

 
↓

 
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
る

 
↓

 
○2

 
を
押
す

 
↓

 
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
る

 
↓

 
園
の
電
話
番
号

を
市
外
局
番
か
ら

 
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

 
↓

 
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
再
生
す
る

 

 【
伝

言
の

録
音

】
 

「
１

７
１

」
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

 
↓

 
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
る

 
↓

 
○1

 
を
押
す

 
↓

 
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
る

 
↓

 
園
の
電
話
番
号

を
市
外
局
番
か
ら

 
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

 
↓

 
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
録
音
す
る

 
（
3
0
秒
以
内
）

 

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
「

１
７

１
」

８
 

保
護

者
へ

の
引

き
渡

し
 

                 
メ

モ
 

        

      

引
き
渡
し
方
法
（
例
）
 

（
１

）
 園

児
は

，
園

庭
ま

た
は

避
難

場
所

に
集

合
さ

せ
る

。
保

護
者

は
指

定
の

場
所

で
待

機
し

て
も

ら
う

。
 

（
２

）
 ハ

ン
ド

マ
イ

ク
等

の
指

示
で

引
き

渡
し

開
始

 
・

 
引

き
渡

し
カ

ー
ド

を
基

に
引

き
取

り
者

を
確

認
し

，
園

児
を

引
き

渡
す

。
 

・
 
兄

弟
姉

妹
が

い
る

場
合

は
，

低
年

齢
の

園
児

か
ら

引
き

渡
す

。
 

・
 
負

傷
し

た
園

児
に

つ
い

て
は

，
状

況
を

保
護

者
に

説
明

し
引

き
渡

す
。

 
・

 
行

方
不

明
の

園
児

の
保

護
者

に
は

，
所

長
・

園
長

が
対

応
す

る
。

 
（

３
）

保
護

者
へ

の
連

絡
が

と
れ

な
い

場
合

，
園

児
を

引
き

続
き

保
護

す
る

。
 

そ
の

場
合

，
園

児
の

心
の

ケ
ア

を
心

が
け

る
 

 

６
 
避

難
先

一
覧

表
 

 
名

 
称

 
住

 
所
 

電
話
番
号
 

一 時 避 難 場 所

 

○
○

公
園

 
 

 

○
○

小
学

校
 

 
 

○
○

中
学

校
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

指 定 避 難 場 所

 

○
○

小
学

校
 

 
 

○
○

中
学

校
 

 
 

○
○

セ
ン

タ
ー

 
 

 

○
○

公
民

館
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

              

                                              

      

５
 

防
災

関
係

機
関

連
絡

先
一

覧
 

 【
県

・
市

町
村

】
 

 
電

 
 
話

 
Ｆ

ａ
ｘ

 
備考

（
防災

無
線等

）
 

県
教

育
委

員
会

 
 

 
 

 
 

幼
保

支
援

課
 

0
8
8
-
8
2
1
‐

4
8
8
1

0
8
8
-
8
2
1
‐

4
7
7
4

 

市
町

村
教

育
委

員
会

 
 

 
 

総
務

施
設

担
当

課
 

 
 

 

学
校

教
育

担
当

課
 

 
 

 

市
町

村
保

育
主

管
課

 
 

 
 

首
長

部
局

 
 

 
 

 
 

 
 

防
災
担
当
課
 

 
 

 

 
 

 
 

支
 

所
 

 
 

 

 
 

 
 

市
民

館
 

 
 

 

 
 

 
 

公
民

館
 

 
 

 

 
 

 
 

保
健

セ
ン

タ
ー
 

 
 

 

 
 

 
 

  【
関

係
機

関
】

 

 
電

 
 
話

 
Ｆ

ａ
ｘ

 
備考

（
防災

無
線等

）
 

○
○

消
防

署
 

 
 

 

○
○

警
察

署
 

 
 

 

○
○

保
健

所
 

 
 

 

○
○

病
院

 
 

 
 

△
△

水
道

局
 

 
 

 

□
□

ガ
ス

会
社

 
 

 
 

▽
▽

電
力

会
社

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
     

 

１
 

危
機

対
応

組
織

（
地

震
・

津
波

対
応

）
 

名
称

 
担

当
 

氏
名

 
主

な
対

応
 

総
括

本
部

 
所

長
・
園

長
 

教
頭

 
等

 

 
・
被

害
状

況
等

を
把

握
し

、
避

難

の
実

施
方

法
を

決
定

 

・
避

難
経

路
の

安
全

性
を

確
認

後
、

避
難

の
指

示
 

・
二

次
災

害
等

の
情

報
収

集
 

・
非

常
持

ち
出

し
品

の
搬

出
 

・
県

市
町

村
等

の
関

係
機

関
へ

の

連
絡

 

・
マ

ス
コ

ミ
対

応
 

避
難

誘
導

 

安
否

確
認班

 

担
任

 

保
育

者
等

 

 
・

園
児
の
安

全
を
確
保

 

・
園

児
へ

の
的

確
な

指
示
（

押
さ

な
い

、
走

ら
な

い
、
し

ゃ
べ

ら

な
い

、
戻

ら
な

い
）

 

・
担

当
ク

ラ
ス

の
人

員
を

確
認

し
、
負

傷
の
有

無
・
程

度
、
行

方
不

明
者

を
本

部
に

報
告

 

・
非

常
持

ち
出

し
品

（
出

席
簿

、

緊
急

時
連

絡
票

等
）

の
携

帯
 

・
避

難
場

所
の

確
保

 

・
保

護
者

へ
の

連
絡

 

救
出

・
 

救
護

班
 

担
任

外
 

保
育

者
等

 

 
・

保
育

室
、

ト
イ

レ
、

ホ
ー

ル
、

園
庭

等
の

残
留

園
児

の
確

認
 

・
負

傷
者

の
救

出
 

・
負

傷
者

の
応

急
手

当
 

・
医

療
機

関
へ

の
連

絡
 

・
行

方
不

明
者

の
捜

索
 

・
救

急
用

品
の

常
備

 

消
火

班
 

調
理

員
等

 

 
・

出
火

防
止

措
置

 

 
 
ガ

ス
の

元
栓

を
閉

め
る

 

 
 

電
気

の
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切

る
 

等
 

・
初

期
消

火
活

動
 

 
※

総
括

者
不

在
時

の
順

次
代

理
者

〔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〕

 

   

４
 

緊
急

連
絡

体
制

 
                                    

防
災

関
係

機
関

連
絡

先
一

覧
（

例
）
 

       

        

保
育

所
・

幼
稚

園
等

消
防

・
警

察
・

保
健

所
・

医
療

機
関

 

 ・
各
機
関
へ
の
要
請
等
 

市
町
村
・
県
 

災
害

対
策

本
部

 ・
消
火

・
救
急
活
動

 
・
衛
生
管
理

 
・
負
傷
者
の
受
け
入
れ

 
・
通
園
路
の
安
全
確
保

 等
 

園
児

の
安

否
確

認
・
負

傷
者
の
有
無
・
施
設
や
設
備
の
被
災
状
況
等
を
把
握
し
、
保
護
者
や
関
係
機

関
に

連
絡
（

電
話

等
が
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第3章　今から備えよう（自分でできること）第3章　今から備えよう（自分でできること）

水 水
水 水

粉ミルク粉ミルクカンパンカンパン

ごはんごはん

■非常持ち出し品（避難する時に持ち出すもの）
　 地震が起こった時、できるだけ身軽に避難できるようにするため、持ち出し品は避難に必要な物品や貴
重品に限りましょう。

●懐中電灯、携帯ラジオ、
　予備の電池

●現金（小銭が重宝）、
　貴重品

■備蓄品（避難生活に備えて家などに蓄えておくもの）
　 　地震が起きた直後は、水、食料、日常生活用品もすぐには入手できません。救援活動が受けられるま
での間の水や食料などを各家庭で蓄えておく必要があります。また、津波の浸水想定区域の場合は、家
に戻ることができなくなりますので、避難場所に食料などの備蓄をしておく必要があります。3日分以
上の備蓄は必要！

●飲料水
　1人1日3リットル
分の水は飲料用に必
要であると言われて
います。

●家庭の事情により必要なもの（例）
　　● 高齢者や乳幼児が食べやすいやわらかい食べ物
　　● アレルギーの起こらない食べ物
　　● 服用薬（生活に医療器具が必要な方は、災害時に調達する方法を事前に把握しておく）
　　● ペット用品（ペットフード、ケージ、トイレ用品）

●食料
　　● 乾パンやクラッカー、缶詰
 　（保存期間が長く、火を通さ
　  なくても食べられるもの）
　　● レトルト食品
　　● ナイフ、缶切り
　　● 粉ミルク・ほ乳びん
 　（赤ちゃんがいる場合）

●メガネ、補聴器、入れ歯、普段飲んでいる薬
●ヘルメット・防災頭巾、運動靴

非常持ち出し品
1 2 3 4

う～ん、重い

今
日
は
非
常
持
ち
出
し
品
を

作
る
日

リュックに詰めた その荷物を持ってみて

これじゃ逃げられない！

ま
ず
は
お
買
物
に
行
っ
た

カンパンカンパン

カンパ
ン

カンパ
ン

カンパンカンパン

そ
う
か
！

非
常
持
ち
出
し
品
と

備
蓄
品
は
違
う
の
ね
！

「地震が起こった時の非常持ち出し品」と
「避難生活のための備蓄品」は違う。

参考図書：｢家族を守る、あなたを守る　わが家の防災対策 ｣東京都葛飾福祉工場編

高齢者

ペット

赤ちゃん

1 非常持ち出し品と備蓄品



1621

■被災後の生活に役立つ品

＜非常持ち出し品や備蓄品の備え方＞
● 非常持ち出し品：逃げ出す時の通り道、目につく
ところ、寝室の枕元に一つにまとめて。袋に入れる、
ひもをつけて壁にかけるなど一工夫。

● 夜の地震に備えて、枕元に、懐中電灯、ラジオ、
靴などの非常持ち出し品を備えましょう。

● 水・食料品は日常的に
多く備蓄し、定期的に
買い替えて、古くなっ
たものから順に使用し
ましょう。

薬

●生活必需品
ラップ、使い捨てカイロ、筆記用具（油性の太字
ペンなど）、ビニール袋（ゴミ袋）、ガムテープ、
普段飲んでいる薬、お薬手帳（お薬情報）、寝袋・
毛布、雨具、貴重品・現金（小銭も）、身分を証
明するもの…など

カ
イ
ロ

●衛生用品

●緊急時にも「おくすり手帳」が役立ちます
タオル、ティッシュペーパー、ウェットティッシ
ュ（手や体を拭く大判のものが便利）、着替え（衣
類・下着類）生理用品・マスク・うがい薬・水の
いらないシャンプー…など 「おくすり手帳」の記録

・処方されたお薬の名前
・飲む量、回数
・アレルギー歴
・副作用歴など

避難所にて
　現在使っているお薬が確認できれば、適切なお薬を
処方してもらうことができます。
　東日本大震災でも「おく
すり手帳」や「薬剤情報提
供書」等を持っていたおか
げで治療が継続できたケー
スが多くありました。緊急
時に備え「おくすり手帳」
を携帯しましょう。

●トイレ対策
トイレットペーパー、簡易トイレ、ビニール袋、
おむつ、消臭剤…など

□地震に関しての基礎知識
□災害時の連絡（安否確認）方法
□避難場所や避難方法の確認
□複数の避難経路の確認
□備蓄品（食料、飲料水など）の確認
□非常持ち出し品
　（携帯ラジオ、電池、薬など）の確認
□自宅付近の防災マップの作成
□家具転倒防止対策
□高齢者や乳幼児、病人、ペットなどの避難方法

日頃から家族で話し合おう

常備薬は必ず身近に
置きましょう

  地震が起きたときは電話回線の使用制限
により家族の安否確認さえできなくなるお
それがあります。日頃から次のようなこと
がらについて家族みんなで話し合って、震
災時の対応について確認しておきましょう。

⬇

患者

薬剤師

医師
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　大きな揺れによって、部屋中の家具が倒れ、耐震性の低い家やビルが倒壊することにより、人が亡くな
ったりケガをしたりします。また、割れたガラスや散乱した食器でケガをすることもあります。
　阪神・淡路大震災では、死亡やケガの原因の約8割が家具などの転倒落下や家屋の倒壊によるものでし
た。家具の固定と家屋の耐震補強をすることで、揺れによる被害をほとんどなくすことができるのです。

1）家具の転倒防止
●地震の揺れで家具はどうなるか
　転倒・ロッキング移動・揺れ・ジャンプ・落下（下の図のとおり）をするほか、床面をすべります。

揺れロッキング移動転倒
ジャンプ 落下

家具・冷蔵庫・
ピアノなどが転倒

家具やテレビなどが
飛び出して落下

積み重ね家具、タンスの
上の飾り棚などが落下

家具などが歩き移動して、
通路などをふさぐ

揺れによって、床や壁にぶつかり、
収納物の被害がある
（床仕上げ材によっては転倒）

●阪神・淡路大震災による室内の状況

家で（提供　神戸市広報課） 事務所で（提供　兵庫県広報課）

●対策のポイント
（1）普段使っている場所の周辺には背の高い家具
　　を置かない　

（2）下に重い物を、上に軽い物を収納する
　家具の上にはガラス・アイロンのような危険な
物や、テレビなどの重い物を置かないように。

参考図書：｢地震による家具の転倒を防ぐには ｣( 財 ) 消防科学総合センター
　　　　　｢耐震金具のご案内 /阪神大震災住宅内部被害調査 ｣全国家具金物連合会
　　　　　｢地震防災ガイドブック ｣静岡県
　　　　　｢家具類の転倒・落下防止対策ハンドブック ｣東京消防庁

家具類はできるだけ
生活の場所と離す

2 室内の安全対策 ●キーワード●
「家具の固定　ガラス飛散防止」
●キーワード●
「家具の固定　ガラス飛散防止」
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タンスの骨組みの
丈夫なところへ止める

とめ金具付鴨居の補強
付鴨居は柱にしっかり固定
されていないので、必ず
金具で柱に止める

つ け か も い

（3）耐震金具を使用する
　耐震金具は安い保険です。使用する目的や場所に合わせてお選びください。

●固定方法
壁への固定はＬ型金具で。
積み重ね家具は上下を連結

●ストッパー式●ポール式

家具固定
丈夫なところ（柱・鴨

か も い

居・壁・
桟
さん

・芯
しんざい

材・硬い木）に
してこそ効果

L型金具で止める

ピンと張る

30度以内

家具とくさりやベルトの角度は 30度以内。
たるみがあると効果なし。

ガラスに飛散防止
フィルムをはる。

家具の両側の側板部に設置

ゴムのシートを敷
いて中のものがす
べり出さないよう
にする。

●金具は正しく取り付ける。
金具は取付場所や取付方法によ
って「固定度」が大きく異なっ
てきます。

ポール式を使用す
る。
ストッパー式やマ
ット式と併用し
家具の上下に対策
をとる。

選手
交代！

ゴメン
スポッ

木ネジは長めのものを
ご使用ください。

天井との空きが
少ない方がよい。

家具の両端・奥に設置する。

天井に強度がない
場合は、厚めの板
を掛け渡す。 ストッパー式は家具の

端から端まで敷く。

※壁に穴をあけられない場合
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ガラスにフィルム
1 2 3 4ガ

ラ
ス
は
地
震
の
揺
れ

に
弱
く
割
れ
や
す
い
。

部
屋
の
中
も

破
片
だ
ら
け

今
日
は
み
ん
な
で
ガ
ラ
ス
に

フ
ィ
ル
ム
を
貼
ろ
う
!!

今
日
は
み
ん
な
で
ガ
ラ
ス
に

フ
ィ
ル
ム
を
貼
ろ
う
!!

フ
ィ
ル
ム
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
売
っ
て
い
る

フ
ィ
ル
ム
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
売
っ
て
い
る

あっ、空気
が入った!

あっ、曲が
った!!

自分が不器用だと思う人は
頼れる人に相談を

ガ
ラ
ス
屋
さ
ん

来
て
く
だ
さ
い

2）ガラスなどの飛散防止
■ガラスには飛散防止フィルムをはる。
 　少なくとも、長くいる部屋（寝室、居間など）や裸でいるお風呂の窓には飛散防止フィルムをはりまし
ょう。
■高価な美術品は専用パテで固定する。
■食器など家具の中にあるものの飛び出しにも注意する。

（4）家具の配置の見直し
　寝る部屋や出入口付近に家具等は置かないようにしましょう。どうしても置かなければいけない場合も
下のような工夫が必要です。

（5）家電製品、ピアノなどの固定
●テレビ
床・壁に固定されたテレビ台とテレビを直接
固定するのが最も確実です。
●ピアノ
ピアノ用の耐震固定具が販売されています。
購入店・メーカーに問い合わせましょう。

（6）不要な物は捨てる。リサイクルに出す。
古着・古雑誌など、要らない物は処分しまし
ょう。
日頃のすっきり生活が、揺れからの避難をス
ムーズにします。

●その他の家電
粘着マット（粘着性の
ゲル状のもの）で
固定する。

就寝部分

転倒

就寝位置は家具の側方がよい

転倒

就寝部分

就寝位置が正面の場合は家具の
高さ以上に十分な距離をとる

飛び出し・落下

テレビ
就寝部分

出入口 ドアが
開かない

転倒

避難できない

家
具

出 アが
開かな

転倒

飛び出し・

ビビビ
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こんなときに 調査名・冊子名 担当課等

知
識
を
深
め
た
い

南海地震の揺れや津波について
知りたい

第２次高知県地震対策基礎調査（H16.3）
南海地震対策課

高知県津波防災アセスメント補完調査（Ｈ17.5）

土砂災害の危険がある地域を知
りたい

土砂災害危険箇所マップ
土砂災害警戒区域 防災砂防課

南海地震条例について知りたい 「よくわかる『南海地震対策』のしくみ」
南海地震対策課

県の取り組みについて知りたい 「高知県南海地震対策行動計画」

備
え
を
進
め
た
い

備えができているか確認したい 「あなたの地震への備えをチェック！」
南海地震対策課

自主防災活動について知りたい 「自主防災活道を行く！」

高齢者や障害者をどう支援した
らよいか知りたい

「災害時要援護者支援の手引き
（いざ南海地震、みんなでたすかるために）」 障害保健福祉課

普段から病院にかかっているが、
どう備えたらいいか知りたい 「在宅要医療者の災害対応」 健康対策課

事業者としてどんな対策をすれ
ばいいか知りたい 「事業者の南海地震対策の手引き」 南海地震対策課

商工政策課

保育園・幼稚園や学校でどんな
対策をすればいいか知りたい 「高知県学校防災マニュアル（震災編）」

スポーツ健康
教育課保育園・幼稚園や学校で南海地

震について教えたい 「土佐の防災教育プログラム　南海地震に備えよう」

目の見えない人に南海地震につ
いて伝えたい 音訳版・点訳版「南海地震に備えちょき」 南海地震対策課

外国人に南海地震について伝え
たい

南海地震に備えるための6ヶ国語版パンフレット・ホー
ムページ（英語・中国語・韓国語・タガログ語・インド
ネシア語・ベトナム語）

（財）高知県
国際交流協会
☎088-875-0022

防災掲示板

　もっとくわしく知りたい方は ･･･
「備えの道」はまだまだ続きます。めざす目的地が分からないときや、どんな備え
をすればよいか道に迷ったときは、次のような情報を参考にしましょう。
（下の情報は県等のホームページで見ることができます。冊子は配布できるものも
ありますので、各担当課にお問い合わせください。）

★自分の住んでいる地域の被害予想などを知りたいとき
●備えて　　 Good ！
　「南海地震ホームページ」アドレス
　http://www.pref.kochi.lg.jp/̃shoubou/sonaetegood/index.html

●　　 パッとわかる「南海地震情報コーナー」
　県庁・主な県出先機関・各市町村役場にコーナーがあります。
●市町村の防災担当課

高知県庁☎088-823-1111（代表）
自分の住んでいる地域の
予想される被害を知って
おくことは重要じゃ！

学校安全対策課
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高知県ホームページ〈 http://www.pref.kochi.lg.jp/ 〉 

 

キーワード検索 南海地震対策課 
○防災啓発・防災教育 

〈 http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/010201/keihatu-kyouiku.html 〉 
・「南海地震に備えてＧＯＯＤ！！」 
・子ども向け「トラフはかせといっしょに考えよう！南海地震にそなえて」 
・「南海地震に備えちょき」（家庭保存版） 
・あなたの地震への備えをチェック！ 
・南海地震から命を守るための７つのチェックリスト 
・あそぼうさい百科（防災イベントの小ネタを紹介） 
・高知県の防災教育について  等 

○緊急地震速報

〈 http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/010201/kinkyuujisinsokuhou.html 〉 

キーワード検索 危機管理・防災課             
○「こうち防災情報」 

〈 http://kouhou.bousai.pref.kochi.jp/ 〉 

キーワード検索 支援マニュアル             
○ＩＺＡ（いざ） 障害者のための防災／支援マニュアル 
〈 http://www.pref.kochi.lg.jp/~shougai/bousai/iza/index.html 〉 

キーワード検索 幼保支援課 
  〈 http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/311601/ 〉 

☆『保育所・幼稚園等防災マニュアル作成の手引き〈地震・津波編〉』 
～子どもたちの命を守るために～ 

高知市ホームページ 〈 http://www.city.kochi.kochi.jp/ 〉  

 
 
 

○地域防災推進課 〈 http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/12/ 〉 
○消防・防災   〈 http://www.city.kochi.kochi.jp/bousai/ 〉 

・津波避難ビル一覧 等 

「子どもの心のケアのために―災害や事件・事故発生時を中心に―」（文部科学省） 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1297484.htm  

阪神・淡路大震災教訓情報資料集 

 http://www.bousai.go.jp/1info/kyoukun/hanshin_awaji/data/index.html 

内閣府 〈 http://www.cao.go.jp/ 〉 

○防災情報のページ 〈 http://www.bousai.go.jp/index.html 〉 
・南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高について（第一次報告）

〈 http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/nankai_trough/nankai_trough_top.html 〉

 

防災に関連したホームページ一覧表 
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（役員・組織）

○×町内会・総会

会　長
副会長
防災班長

防災副班長

避難誘導係
給食・給水係
情報係
救護係

1

　大災害が発生した場合、電話の不通や道路の分断などで消
防救助隊などの到着が大幅に遅れることが予想されます。そ
んなとき、家族や近所の救助活動が最も効果を発揮します。

　防災活動のための組織づくりは形にこだわらず、地域の実
情に合わせた活動しやすい組織づくりが重要です。

地域での救助活動が命を救う！

お
お
げ
さ
に
考
え
な
く
て
も
よ
い
の
じ
ゃ
。
例

え
ば
町
内
会
組
織
に
防
災
活
動
を
組
み
入
れ
る

だ
け
で
自
主
防
災
組
織
の
出
来
上
が
り
じ
ゃ
。

地
域
の
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う

自
主
防
災
活
動
に
参
加
し
よ
う

自
分
た
ち
の
地
域
で
予
想
さ
れ
る
災
害
を

話
し
合
い
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
考
え

計
画
を
立
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
自
力

で
避
難
で
き
な
い
要
援
護
者
の
方
の
状
況

な
ど
、
地
域
固
有
の
情
報
を
防
災
マ
ッ
プ
に

整
理
し
て
お
く
の
じ
ゃ
。

町
内
会
活
動
な
ど
を
通
じ
て
日
ご

ろ
か
ら
ご
近
所
の
つ
な
が
り
を
高

め
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
よ
。

南海地震に備えて作っちょき南海地震に備えて作っちょき
自分たちのまちは自分たちで守ろう

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

約
95
％
の
人
が
自
力
又
は

家
族
や
隣
人
な
ど
に
助
け

ら
れ
た
ん
だ
。



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 園独自のマニュアル作成時に，防災キャラクター（じしんまん等）を使用する場合は，

高知県危機管理部南海地震対策課（088-823-9798）に申請が必要です。 
※ 写真・防災キャラクター・イラストの無断転載を禁じます。 

 
保育所・幼稚園等防災マニュアル作成の手引き〈地震・津波編〉 
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